
山
九
三
三
年
三
月
か
ら
ア
メ
リ
カ
が
戦
時
経
済
体
制
へ
転
換
す
る
四
〇
年
中
頃
ま
で
の
間
、
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
政
権
に
よ
っ
て
断
行
さ
れ
 
 

た
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政
策
の
核
心
は
、
何
と
い
っ
て
も
国
家
的
機
構
に
よ
る
過
剰
労
働
力
の
政
策
的
処
理
に
あ
っ
た
。
そ
れ
が
ニ
ュ
ー
デ
 
 

ィ
ー
ル
＝
民
主
主
義
型
福
祉
国
家
体
制
の
内
実
に
ほ
か
な
ら
ず
、
そ
れ
で
こ
そ
同
政
策
は
現
代
的
な
体
制
維
持
策
と
し
て
の
本
質
的
機
能
 
 

と
内
容
を
も
ち
え
た
の
で
あ
っ
た
。
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政
策
の
本
質
は
た
ん
な
る
恐
慌
救
済
・
克
服
策
で
も
、
金
融
資
本
に
対
す
る
政
策
 
 

的
テ
コ
入
れ
に
あ
っ
た
わ
け
で
も
決
し
て
な
か
っ
た
の
で
あ
る
思
そ
れ
ゆ
え
失
業
者
等
労
働
者
階
級
に
対
す
る
雇
用
保
障
・
労
働
基
本
権
 
 

保
障
。
社
会
保
障
等
雇
用
。
労
働
政
策
と
並
ん
で
、
農
業
政
策
な
い
し
農
業
救
済
政
策
は
「
福
祉
国
家
」
的
な
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政
策
体
 
 

系
の
中
核
的
地
位
を
し
め
た
の
で
あ
る
。
通
常
、
「
N
I
R
A
と
A
A
A
は
前
期
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
を
支
配
し
た
」
（
寧
 
R
a
亡
C
b
－
T
b
e
 
 

H
i
s
t
O
苛
O
f
t
h
e
N
e
宅
D
e
a
〓
諾
ぃ
・
忘
…
声
－
管
芯
一
p
．
誓
）
 
と
か
、
「
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
政
府
の
二
つ
の
大
き
な
立
法
的
努
力
は
N
R
A
と
A
 
 

A
A
」
 
（
H
．
W
．
A
m
d
t
－
T
h
e
E
c
O
n
O
ヨ
i
c
L
e
s
s
O
n
S
O
ご
h
e
N
i
n
e
t
e
e
n
・
T
h
i
邑
e
s
L
諾
∽
も
●
g
）
 
に
求
め
ら
れ
る
と
か
主
張
さ
れ
て
い
 
 

る
の
は
、
じ
つ
は
こ
の
意
味
に
お
い
て
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
闇
（
N
I
R
A
・
N
R
A
、
A
A
A
に
つ
い
て
は
後
述
）
。
 
 

川
 
拙
著
『
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
の
経
済
体
制
－
失
業
救
済
政
策
を
中
心
と
し
て
ー
』
（
雄
松
堂
出
版
、
一
九
八
六
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
 
 

偽
 
も
っ
と
も
、
全
労
働
力
人
口
に
し
め
る
農
業
就
業
人
口
の
比
率
二
二
・
二
％
、
一
九
三
〇
年
の
数
字
、
U
・
S
b
e
p
t
◆
O
f
C
O
ヨ
こ
H
i
s
t
O
r
i
c
a
－
S
t
a
t
i
s
t
i
c
s
 
 

∵
 
 
 

ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
農
業
政
策
の
成
立
 
 

－
 
農
業
調
整
政
策
二
）
 
－
 
 

小
 
松
 
 

聴  



ニ
 
 

O
f
t
h
e
U
．
S
．
C
O
－
O
n
i
a
】
T
i
m
e
t
O
－
笥
（
）
」
笥
ひ
も
」
謀
）
 
や
、
端
的
に
ほ
連
邦
財
政
支
出
に
し
め
る
失
業
・
労
働
関
係
経
費
＝
失
業
救
済
費
お
よ
び
社
会
保
 
 
 

障
費
と
農
業
関
係
経
費
の
格
差
（
前
者
二
八
・
五
％
、
後
者
一
三
・
0
％
、
三
三
－
四
〇
年
度
間
の
全
連
邦
財
政
支
出
累
計
額
の
う
ち
の
シ
ェ
ア
、
A
n
n
缶
－
 
 
 

R
e
p
O
r
t
O
f
t
h
e
S
e
c
．
〇
叫
T
r
e
a
s
u
章
一
管
芸
一
p
．
N
∽
）
 
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
基
幹
的
な
雇
用
・
労
働
政
策
を
農
薬
政
策
が
補
完
す
る
関
係
に
あ
っ
た
。
 
 

と
は
い
え
、
商
品
経
済
社
会
の
申
で
、
無
産
労
働
者
が
何
ら
売
る
ぺ
き
財
産
。
商
品
を
も
た
ず
、
唯
一
保
有
す
る
自
己
の
労
働
力
を
商
 
 

品
化
。
切
売
り
し
そ
の
代
価
を
え
て
生
計
を
建
て
て
い
る
の
に
対
し
て
、
ほ
と
ん
ど
大
部
分
の
農
民
は
自
己
所
有
な
い
し
占
有
す
る
生
産
 
 

手
段
に
も
と
づ
き
直
接
労
働
。
生
産
し
、
農
産
物
商
品
の
市
場
供
給
者
と
し
て
存
在
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
同
じ
過
剰
労
働
力
問
題
の
 
 

処
理
策
で
あ
る
に
し
て
も
、
現
代
国
家
に
よ
る
対
労
働
政
発
と
対
農
業
政
策
と
は
そ
の
性
格
を
異
に
せ
ざ
る
を
え
な
い
の
は
当
然
で
あ
り
、
 
 

「
福
祉
国
家
」
的
政
策
の
山
環
と
し
て
の
農
業
政
策
は
前
者
の
ば
あ
い
と
は
異
な
る
形
態
と
機
構
を
も
つ
わ
け
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
う
 
 

え
、
輸
出
農
業
国
。
輸
入
農
業
国
と
か
、
農
業
就
業
人
口
の
就
業
構
成
上
の
比
重
の
相
通
な
ど
の
諸
事
情
に
よ
り
、
農
業
政
策
の
具
体
的
 
 

内
容
が
異
な
る
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
 
 
 

以
下
、
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
の
現
代
資
本
主
義
的
な
農
業
政
策
を
農
業
調
整
政
策
の
実
態
を
中
心
に
し
て
、
行
政
機
構
に
ポ
イ
ン
ト
を
お
 
 

き
つ
つ
具
体
的
に
み
て
み
よ
う
曾
 
 

刷
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
農
業
政
策
に
つ
い
て
は
、
拙
著
、
前
掲
の
中
で
第
H
那
第
3
章
補
論
と
し
て
論
及
し
て
い
る
が
、
そ
こ
で
は
構
成
上
お
よ
び
紙
幅
の
関
係
 
 
 

上
十
分
に
展
開
・
論
述
で
き
な
か
っ
た
。
小
論
は
合
わ
せ
て
そ
れ
を
補
う
狙
い
も
あ
る
。
同
拙
著
も
参
照
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
 
 
 



一
 
ア
メ
リ
カ
農
業
の
崩
壊
 
 

繁
栄
期
の
一
九
二
〇
年
代
に
お
い
て
さ
え
、
世
界
的
農
業
不
況
に
ま
き
こ
ま
れ
て
深
刻
な
経
済
的
失
調
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
ア
メ
リ
カ
 
 

農
業
は
、
一
九
二
九
年
の
大
恐
慌
の
勃
発
に
よ
っ
て
真
に
壊
滅
的
状
態
に
落
入
っ
た
。
 
 
 

第
一
に
、
世
界
恐
慌
に
よ
る
世
界
的
農
産
物
需
要
の
激
減
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
お
け
る
き
ょ
く
た
ん
な
農
産
物
輸
入
制
限
措
置
の
導
 
 

入
、
英
帝
国
等
諸
ブ
ロ
ッ
ク
圏
か
ら
の
締
出
し
な
ど
に
よ
り
、
ア
メ
リ
カ
の
農
産
物
輸
出
市
場
が
決
定
的
に
失
わ
れ
た
。
ア
メ
リ
カ
の
農
 
 

産
物
輸
出
額
は
一
九
二
八
－
二
九
年
平
均
の
一
八
億
六
〇
〇
〇
万
ド
ル
か
ら
三
て
 
三
二
年
に
は
そ
れ
ぞ
れ
八
億
二
〇
〇
〇
万
、
六
億
六
 
 

〇
〇
〇
万
ド
ル
へ
と
約
三
分
の
一
に
減
少
し
、
た
と
え
ば
小
麦
輸
出
額
は
二
九
－
三
二
年
間
に
二
六
・
六
％
へ
、
同
じ
く
綿
花
、
と
う
も
 
 

ろ
こ
し
、
食
肉
も
そ
れ
ぞ
れ
四
四
。
八
％
、
九
二
％
、
二
四
二
％
の
水
準
へ
激
減
し
た
 
（
S
t
a
t
．
A
b
s
t
－
○
ご
h
e
U
・
S
・
L
器
∽
も
・
諾
N
－
 
 

p
．
缶
O
L
器
〕
．
p
．
畠
0
0
）
。
大
恐
慌
勃
発
以
降
世
界
各
国
が
と
く
に
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
農
産
物
輸
入
を
削
減
し
、
ア
メ
リ
カ
農
業
の
犠
牲
の
 
 

上
で
農
業
恐
慌
か
ら
の
脱
出
を
は
か
っ
た
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
農
産
物
輸
出
は
他
国
の
そ
れ
を
は
る
か
に
上
回
っ
て
著
滅
し
、
そ
の
農
業
輸
 
 

出
が
ほ
と
ん
ど
杜
絶
し
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
ア
メ
リ
カ
の
農
業
恐
慌
は
世
界
農
業
恐
慌
の
一
環
で
あ
り
、
そ
の
「
特
殊
な
表
現
」
 
 

で
あ
っ
た
と
い
い
う
る
。
海
外
市
場
の
喪
失
は
輸
出
依
存
度
の
き
わ
め
て
高
い
ア
メ
リ
カ
農
業
に
と
っ
て
、
生
産
の
絶
対
的
大
幅
収
縮
を
 
 

不
可
避
と
し
、
農
業
恐
慌
の
慢
性
化
を
馴
致
す
る
重
大
な
外
的
要
因
と
な
っ
た
。
第
二
に
、
大
恐
慌
に
よ
り
、
全
農
業
就
業
人
口
に
ほ
ぼ
 
 

匹
敵
す
る
一
千
万
人
前
後
と
い
う
膨
大
か
つ
構
造
的
な
完
全
失
業
者
が
現
出
し
た
こ
と
（
三
〇
－
三
三
年
間
の
全
米
失
業
者
数
は
四
三
四
 
 

万
人
か
ら
一
二
八
三
万
人
、
失
業
率
八
。
九
－
二
五
二
二
％
、
平
均
一
二
こ
ハ
％
、
H
i
s
t
・
S
t
a
t
・
L
笥
∽
も
ー
N
雪
が
重
要
で
あ
る
。
一
九
 
 

二
〇
年
代
に
、
ア
メ
リ
カ
農
業
が
狭
あ
い
化
し
た
海
外
市
場
の
制
約
に
悩
み
な
が
ら
も
、
と
も
か
く
全
般
的
な
破
局
を
回
避
し
農
業
不
況
 
 

ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
農
業
政
策
の
成
立
 
 
 



四
 
 
 

を
一
定
程
度
緩
和
し
え
た
の
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
自
動
車
等
新
興
産
業
の
発
達
に
と
も
な
う
第
二
・
第
三
次
部
門
に
お
け
る
大
規
模
な
 
 

雇
用
吸
収
先
が
あ
り
、
相
当
数
の
没
落
下
層
農
民
が
都
市
へ
流
出
し
え
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
都
市
へ
の
移
住
人
口
か
ら
帰
農
人
口
を
差
引
 
 

い
た
純
流
出
人
口
は
二
〇
－
二
九
年
間
に
年
平
均
六
〇
万
人
に
達
し
て
い
る
（
第
1
表
参
照
）
。
そ
の
結
果
農
家
人
口
は
二
〇
－
二
九
年
間
 
 

に
三
一
五
六
万
人
か
ら
二
九
五
七
万
人
へ
、
農
業
就
業
者
数
も
一
九
二
ハ
年
の
一
三
六
三
万
人
を
ピ
ー
ク
に
し
て
二
九
年
に
は
一
二
七
六
 
 

万
人
へ
、
ア
メ
リ
カ
史
上
始
め
て
絶
対
的
に
減
少
し
た
（
農
業
就
業
数
の
総
就
業
数
に
対
す
る
比
率
は
同
じ
く
二
六
二
％
か
ら
二
二
・
 
 

〇
％
へ
減
少
）
。
こ
れ
に
と
も
な
い
穀
物
播
種
面
積
は
二
一
－
二
七
年
間
に
l
一
億
二
五
〇
〇
万
エ
ー
カ
ー
か
ら
二
億
一
二
〇
〇
万
エ
ー
カ
ー
 
 

へ
六
％
縮
小
し
て
い
る
（
「
O
f
N
．
｝
T
h
e
A
g
r
i
c
a
芹
亡
r
a
】
C
r
i
s
i
s
L
諾
－
－
邦
訳
、
二
〇
〇
頁
）
。
し
か
る
に
、
い
ま
や
一
千
万
人
前
後
に
 
 

の
ぽ
る
都
市
で
の
膨
大
な
失
業
人
口
累
積
圧
力
か
ら
、
「
都
市
へ
の
流
出
す
る
た
め
の
運
河
」
は
全
く
閉
鎖
さ
れ
、
都
市
へ
の
移
住
ど
こ
ろ
 
 

か
却
っ
て
反
対
に
都
市
か
ら
農
村
へ
の
人
口
逆
流
が
生
じ
た
。
二
〇
年
代
に
年
平
均
一
九
四
万
人
に
の
ぼ
っ
た
都
市
へ
の
流
出
人
口
が
l
ニ
 
 

○
ヨ
三
三
年
に
は
平
均
一
五
三
万
人
へ
減
少
す
る
一
方
で
は
、
農
村
へ
の
還
流
人
口
は
同
じ
く
一
三
二
万
人
か
ら
一
四
七
万
人
へ
増
大
し
、
 
 

逆
に
三
二
年
に
は
農
村
流
入
人
口
が
流
出
人
口
を
二
七
万
人
超
過
す
る
に
い
た
っ
た
。
こ
の
た
め
総
農
家
人
口
は
l
ニ
○
年
の
二
九
四
五
万
 
 

人
か
ら
三
三
年
に
は
三
一
二
〇
万
人
へ
、
農
業
従
業
者
数
も
同
じ
く
一
二
五
〇
万
人
か
ら
一
二
七
四
万
人
へ
増
加
し
、
「
失
業
者
達
は
、
藁
 
 

を
も
掴
む
思
い
で
、
農
村
と
の
多
少
の
縁
故
で
も
あ
れ
ば
、
単
に
餓
死
を
免
れ
る
た
め
に
農
場
へ
奔
っ
た
の
で
あ
」
（
デ
ュ
ラ
ン
ド
、
宮
城
 
 

駿
介
訳
『
ア
メ
リ
カ
独
占
資
本
主
義
史
』
、
一
九
四
一
年
、
二
二
三
貢
）
り
、
こ
の
間
家
族
農
業
就
業
者
が
約
五
〇
万
人
増
加
し
て
い
る
。
 
 

工
場
解
雇
労
働
者
の
う
ち
の
四
二
。
○
％
を
吸
収
。
抱
込
ん
だ
昭
和
恐
慌
時
の
日
本
の
農
村
（
一
九
二
九
－
三
三
年
平
均
の
数
字
、
隅
谷
 
 

三
善
男
編
『
昭
和
恐
慌
』
、
有
斐
閣
、
一
九
七
四
年
、
二
五
七
頁
）
ほ
ど
で
は
な
い
に
し
ろ
、
こ
の
時
の
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
も
ー
定
の
失
 
 

業
者
の
帰
農
現
象
が
み
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
前
述
の
よ
う
に
大
恐
慌
に
よ
り
国
内
外
の
農
産
物
市
場
が
絶
対
的
に
縮
小
し
た
か
ら
、
じ
 
 
 



第1衰 農業人口の動態  

（単位1，000人）  
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
農
業
政
策
の
成
立
 
 

農家人口  年間移動数  農業就  

増減  
（7月1日）  業者数  

1920  31，559   896   560   336  149  13，432   

21  31，641   1．323   759   564  －14  13，398   

22  31，561   2，252   1，115   1，137  －619  13，337   

23  30，876   2，162   1，355   807  －313  13，162   

24  30，496   2，068   1，581   487   13．031   

25  30，443   2，038   1，336   702  －211  13，036   

26  30，165   2，334   1，427   907  －449  12，976   

27  29，650   2，162   1．705   457   18  12，642   

28  29，602   2，120   1，698   422   32  12，691   

29  29，567   2，081   1，604   477  ～51  12，763   

1930  29，450   1，823   1，611   212  328  12．497   

29，726   1，566   1，546   20  494  12，745   

32  30，233   1，511   1，777   －226  722  12，816   

33  31，202   1，225   944   281   77  12，739   

34  31，075   1，051   700   351   12，627   

35  30，891   1，211   825   386   8  12，733   

（資料）G．S．Shepherd，AgriculturalIncomeandPrice Policy．1952，P．4，P・309，  
Hist．Stat．，1975，P．468ほか   

五  



六
 
 
 

っ
さ
い
に
は
農
村
こ
そ
二
〇
年
代
に
も
ま
し
て
い
っ
そ
う
の
潜
在
的
過
剰
人
口
の
都
市
へ
の
大
量
移
動
を
切
実
必
要
事
と
し
て
い
た
。
に
 
 

も
か
か
わ
ら
ず
人
口
の
社
会
増
お
よ
び
自
然
増
か
ら
三
〇
－
三
三
年
間
に
は
逆
に
農
家
人
口
が
六
％
、
農
業
従
業
者
が
二
％
膨
張
し
た
の
 
 
 

で
あ
る
か
ら
、
す
で
に
二
〇
年
代
に
お
い
て
大
問
題
と
な
っ
て
い
た
農
業
労
働
力
過
剰
・
農
産
物
過
剰
は
い
よ
い
よ
深
刻
化
し
た
の
は
当
 
 
 

然
で
あ
っ
た
。
 
 
 

生
産
過
剰
。
価
格
低
下
に
さ
い
し
て
、
倒
産
や
生
産
制
限
な
ど
の
減
産
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
よ
っ
て
対
応
し
う
る
資
本
家
的
経
常
部
門
と
は
 
 

全
く
反
対
に
、
農
家
は
む
し
ろ
さ
し
あ
た
り
生
産
を
増
加
さ
せ
、
価
格
低
下
を
販
売
量
の
増
加
に
よ
っ
て
補
い
、
過
度
労
働
と
過
少
消
費
 
 

で
没
落
に
対
抗
す
る
の
が
普
通
で
あ
る
か
ら
、
農
業
の
ば
あ
い
は
、
過
剰
生
産
の
い
っ
そ
う
の
強
化
と
羅
旋
的
な
価
格
崩
落
が
避
け
が
た
 
 

く
な
る
の
は
必
定
で
あ
る
。
じ
じ
つ
二
九
－
三
二
年
間
に
工
業
生
産
が
四
六
％
縮
小
し
た
の
に
対
し
て
逆
に
農
作
物
収
穫
面
積
は
一
こ
ハ
 
 

％
、
生
産
数
量
（
畜
産
物
を
ふ
く
む
）
は
三
ニ
ー
％
増
加
し
て
い
る
（
H
i
s
t
．
S
t
a
t
一
L
笥
∽
も
．
巴
○
｝
「
く
．
C
h
a
n
d
k
r
）
A
m
e
r
i
c
a
－
s
G
r
e
a
t
e
s
t
 
 

D
e
p
r
e
s
s
i
O
n
∵
忘
痩
T
－
澄
－
」
彗
○
も
．
∽
0
0
）
。
こ
の
結
果
、
需
給
の
き
ょ
く
ど
の
不
均
衡
か
ら
農
産
物
価
格
は
大
暴
落
し
、
二
九
－
1
三
一
年
 
 

間
に
農
産
物
平
均
価
格
（
卸
売
物
価
）
 
は
半
分
以
下
の
四
五
・
九
％
の
水
準
へ
、
内
訳
で
は
同
じ
く
小
麦
三
六
・
七
％
、
と
う
も
ろ
こ
し
 
 

三
九
。
八
％
、
綿
花
三
八
。
八
％
、
米
四
二
。
一
％
、
オ
レ
ン
ジ
三
〇
。
四
％
、
そ
し
て
食
肉
牛
四
四
・
二
％
、
豚
三
七
・
七
％
、
バ
タ
 
 

ー
四
六
。
八
％
な
ど
へ
そ
れ
ぞ
れ
大
数
落
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
工
業
製
品
平
均
価
格
（
卸
売
物
価
）
 
は
二
三
・
三
％
の
下
落
幅
に
と
ど
 
 

ま
っ
た
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
価
格
シ
ェ
ー
レ
は
二
九
年
の
九
五
か
ら
三
二
年
に
は
六
一
へ
一
挙
に
拡
大
し
た
 
（
A
b
s
t
．
S
t
a
t
．
」
器
∽
も
．
念
頭
 
 

p
p
．
讐
0
0
・
N
N
も
p
．
票
干
≡
－
A
唱
i
c
u
－
t
u
r
巴
S
t
a
t
i
s
t
i
c
s
」
重
器
－
p
．
怠
－
ほ
か
）
。
こ
う
し
て
全
米
農
家
純
現
金
収
入
は
、
二
九
年
の
三
六
・
 
 

五
億
ド
ル
か
ら
三
一
、
三
二
年
に
は
八
。
四
億
ド
ル
、
二
・
七
億
ド
ル
、
そ
れ
ぞ
れ
わ
ず
か
二
三
％
、
七
％
の
水
準
へ
、
同
現
金
収
入
に
 
 

自
家
消
費
分
と
農
場
家
屋
の
賃
貸
し
価
額
を
加
え
た
全
米
農
家
純
収
入
も
二
九
1
三
二
年
間
に
三
一
％
に
激
減
し
た
（
第
2
表
参
照
）
。
三
 
 
 



二
年
の
農
家
人
口
一
人
当
り
平
均
年
収
入
は
わ
ず
か
「
八
〇
ド
ル
」
で
、
 
 
 

し
か
も
「
多
く
は
そ
の
平
均
以
下
の
収
入
で
あ
っ
た
」
 
（
L
．
く
．
 
 
 

C
h
a
n
d
訂
r
｝
O
p
．
C
i
t
．
も
．
麗
｝
製
造
業
雇
用
者
の
三
二
年
の
平
均
年
収
は
 
 

一
一
五
〇
ド
ル
）
 
と
見
積
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
農
業
労
働
は
ほ
と
 
 
 

ん
ど
無
償
化
し
大
多
数
の
農
民
は
い
わ
ば
労
働
し
な
が
ら
事
実
上
失
業
 
 

者
化
し
て
い
る
状
態
に
陥
入
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
「
三
〇
年
代
初
期
 
 
 

に
ア
メ
リ
カ
農
民
は
山
な
す
農
産
物
余
剰
に
よ
り
価
格
崩
壊
の
事
態
に
 
 
 

直
面
し
…
…
一
九
三
二
年
の
農
業
収
入
高
は
農
務
省
が
記
録
を
と
り
始
 
 
 

め
た
山
九
〇
九
年
以
来
の
い
か
な
る
年
の
そ
れ
よ
り
も
最
低
で
あ
っ
 
 

た
」
 
（
く
．
L
．
P
e
r
k
i
n
s
｝
C
r
i
s
i
s
 
i
n
 
A
讐
i
c
u
言
u
r
e
．
－
麗
声
p
．
芦
p
．
 
 

H
）
。
こ
こ
に
そ
の
激
烈
さ
に
お
い
て
世
界
経
済
史
上
未
曾
有
の
農
業
恐
 
 

慌
が
現
出
し
た
。
 
 
 

だ
が
、
こ
の
時
の
ア
メ
リ
カ
農
業
恐
慌
は
た
ん
に
農
産
物
価
格
の
崩
 
 

落
。
在
庫
累
増
や
農
家
所
得
の
激
減
に
と
ど
ま
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
と
同
時
に
大
童
の
農
場
抵
当
流
れ
、
農
家
破
産
お
よ
び
広
範
な
農
業
 
 

信
用
の
崩
壊
＝
パ
ニ
ッ
ク
が
生
じ
た
。
な
ぜ
な
ら
第
一
次
大
戦
。
直
後
の
農
業
ブ
ー
ム
の
過
程
で
ア
メ
リ
カ
農
民
が
膨
大
な
農
場
抵
当
債
 
 

務
を
設
定
し
た
結
果
、
二
〇
年
代
末
に
お
け
る
全
米
農
家
負
債
残
高
は
長
期
債
務
九
二
億
ド
ル
、
短
期
債
務
五
〇
億
ド
ル
合
わ
せ
て
一
四
 
 

二
億
ド
ル
と
い
う
巨
額
に
達
し
…
（
A
．
G
．
‡
a
r
t
も
e
b
t
s
a
n
d
R
e
c
O
諾
蔓
－
苫
0
0
も
ー
声
p
」
怠
）
、
農
産
物
価
格
暴
落
過
程
で
そ
れ
が
 
 

ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
農
業
政
策
の
成
立
 
 

第2表 農家収入（1）  

（単位100万ドル）  

農業粗  農業純  農業純現  （指数）     （2）  入（3）   

収入   収入  金収   

1929  13，937  6，274  3，648  （100．0）   

1930  11，472  4，528  2，111  （57．9）   

31  S，421  2，884   844  （23．1）   

32  6，405  1，922   265  （7．3）   

33  7，107  2，749  1，105  （30．3）   

incomeoffarmoperatorsfromfarmlng．  

農業粗収入から生産経費を差引いたもの。  

農業純収入から自家消費生産物と農場家屋賃貸し  

1
 
2
 
3
 
 
 

七   

価額を差引いたもの。  

（資料）Hist．Stat．，1975，PP．483－84。  
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／
 
 
 

明
ら
か
に
死
重
化
し
た
か
ら
で
あ
る
曾
三
三
年
初
頭
で
、
全
米
農
家
の
四
〇
％
を
し
め
る
負
債
農
家
の
う
ち
の
じ
っ
に
四
五
％
（
農
場
抵
 
 

当
債
務
額
で
は
五
二
％
を
し
め
る
）
が
債
務
不
履
行
に
落
入
り
（
i
b
i
d
．
｝
p
．
－
岸
p
．
｝
〕
望
、
抵
当
権
執
行
等
に
よ
る
強
制
売
却
農
場
数
は
 
 

二
九
年
の
一
九
か
ら
三
二
、
三
三
年
に
は
四
二
、
五
四
へ
激
増
し
た
〓
0
0
0
農
場
当
り
、
A
肇
i
．
S
t
a
t
・
L
窯
声
も
・
㌫
ご
。
こ
の
結
果
 
 

三
〇
－
三
四
年
間
に
強
制
売
却
に
付
せ
ら
れ
た
農
場
は
全
米
農
場
総
数
の
約
一
八
％
に
達
し
、
破
産
農
家
は
一
〇
〇
万
戸
前
後
に
の
ぽ
っ
 
 

た
。
さ
ら
に
そ
れ
に
と
も
な
う
農
場
価
格
の
下
落
（
二
九
－
三
三
年
に
四
七
％
低
下
）
、
農
場
売
却
難
、
貸
付
金
焦
げ
つ
き
な
ど
に
よ
る
資
 
 

産
の
流
動
性
低
下
か
ら
、
三
〇
－
三
二
年
間
に
農
村
部
銀
行
三
四
四
八
行
が
倒
産
（
同
期
間
の
全
米
破
産
銀
行
五
〇
九
六
行
の
う
ち
の
六
 
 

八
％
、
L
．
く
．
C
h
a
n
d
l
e
r
も
p
．
C
i
t
．
も
．
遷
し
、
そ
れ
は
ア
メ
リ
カ
金
融
恐
慌
の
重
大
な
一
要
因
と
も
な
っ
た
曾
 
 

仙
 
三
〇
年
に
、
全
米
農
家
総
数
の
約
半
数
を
し
め
る
完
全
自
作
農
の
抵
当
債
務
額
は
そ
の
純
資
産
の
六
五
去
％
に
達
し
、
一
農
家
当
り
抵
当
債
務
利
子
負
担
 
 
 

率
（
現
金
所
得
に
し
め
る
割
合
）
は
三
〇
年
の
二
ハ
・
九
％
か
ら
三
二
年
に
は
三
÷
八
％
へ
増
大
し
て
い
る
（
平
田
書
彦
デ
メ
リ
カ
の
銀
行
恐
慌
㌔
一
 
 
 

九
六
九
年
、
御
茶
の
水
番
房
、
叫
0
0
、
¶
〇
四
貢
よ
り
）
。
農
家
債
務
に
つ
い
て
く
わ
し
く
は
A
．
G
．
H
a
声
O
p
．
C
i
t
・
－
C
訂
p
・
㌢
平
田
蕃
彦
、
同
、
第
二
章
 
 

第
二
節
Ⅳ
項
な
ど
を
み
よ
。
 
 
 

榔
 
農
産
物
価
格
の
暴
落
、
農
家
所
得
の
激
減
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
租
税
負
担
は
一
九
一
四
年
以
来
倍
増
し
、
ま
た
鹿
家
債
務
は
わ
ず
か
七
％
減
少
し
た
の
に
 
 
 

す
ぎ
な
か
っ
た
」
（
く
．
L
．
P
e
r
k
i
n
s
．
〇
p
．
C
i
t
．
一
p
L
〓
。
∵
定
負
債
を
支
払
う
た
め
に
、
た
と
え
ば
「
三
二
年
に
は
二
九
年
の
ば
あ
い
よ
り
、
と
う
も
ろ
こ
し
 
 
 

は
二
・
五
倍
、
小
麦
は
二
・
七
倍
、
綿
花
二
・
四
倍
：
…
・
オ
レ
ン
ジ
は
四
倍
等
を
要
し
た
」
（
「
声
C
h
a
n
d
訂
二
学
C
i
t
・
一
p
・
登
。
 
 
 

刷
 
そ
の
ほ
か
、
こ
の
間
ト
ラ
ク
タ
一
に
代
る
馬
耕
の
再
現
、
機
械
作
業
か
ら
辛
労
働
へ
の
復
帰
、
荒
し
作
り
な
ど
、
お
ど
ろ
く
べ
き
農
業
生
産
力
の
退
化
・
破
 
 
 

壊
が
生
じ
て
い
る
。
「
二
九
－
三
三
年
間
に
、
石
炭
・
化
学
肥
料
支
出
は
六
〇
％
減
少
し
…
…
農
場
建
物
・
ト
ラ
ク
タ
ー
・
そ
の
他
農
業
機
械
へ
の
支
出
は
そ
 
 

れ
ぞ
れ
八
〇
％
以
上
も
減
少
し
た
」
、
「
大
多
数
の
農
民
は
農
場
を
荒
れ
る
に
ま
か
せ
た
」
（
i
b
i
d
こ
p
．
芦
p
．
芸
）
。
く
わ
し
く
は
リ
ユ
ポ
シ
ツ
ツ
、
農
業
理
論
 
 

研
究
会
訳
『
農
業
恐
慌
理
論
の
諸
問
題
』
、
一
九
五
二
年
、
農
林
統
計
協
会
、
第
六
章
、
第
二
節
な
ど
参
照
。
 
 

か
く
て
全
国
い
た
る
所
で
農
民
。
群
衆
に
よ
る
抵
当
農
場
・
建
物
公
売
の
妨
害
、
執
行
吏
脅
迫
等
の
「
暴
力
沙
汰
」
や
救
済
措
置
を
求
 
 
 



め
る
農
民
の
示
威
運
動
あ
る
い
は
三
一
年
以
降
中
西
部
「
コ
ー
ン
・
ベ
ル
ト
」
 
に
お
け
る
農
産
物
の
出
荷
停
止
＝
農
民
ス
ト
ラ
イ
キ
運
動
 
 

が
燃
え
上
が
り
、
道
路
封
鎖
、
鉄
橋
破
壊
、
警
察
・
軍
隊
と
農
民
と
の
武
力
衝
突
な
ど
、
農
業
地
帯
は
「
物
情
騒
然
」
と
し
、
も
し
こ
の
 
 

ま
ま
放
置
さ
れ
た
な
ら
「
農
村
で
革
命
が
お
こ
る
で
あ
ろ
う
」
 
（
A
．
M
．
S
c
b
l
e
s
i
n
g
e
r
－
T
h
e
C
O
m
i
n
g
O
f
t
h
e
N
e
w
D
e
a
－
L
票
N
も
．
N
べ
】
 
 

邦
訳
『
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
登
場
』
、
ペ
り
か
ん
社
、
一
九
六
三
年
、
二
三
頁
）
、
「
農
村
地
帯
で
は
新
た
な
暴
力
的
動
乱
が
爆
発
す
る
で
あ
ろ
 
 

う
」
（
く
．
L
．
P
e
r
k
i
コ
郎
O
p
．
C
i
t
こ
p
．
∽
e
と
い
わ
れ
る
深
刻
な
政
治
的
社
会
的
危
機
が
発
生
し
た
の
で
あ
る
曾
 
 
 

㈱
 
本
稿
脱
稿
後
の
ご
く
最
近
の
作
品
だ
が
、
秋
元
英
一
『
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
と
ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
』
 
（
東
大
出
版
会
、
一
九
八
九
年
）
第
二
章
に
、
農
民
ス
 
 
 

ト
ラ
イ
キ
運
動
や
農
民
の
抵
当
権
解
除
反
対
運
動
に
つ
い
て
詳
細
で
貴
重
な
研
究
が
あ
る
。
 
 

そ
も
そ
も
農
業
は
資
本
に
と
っ
て
把
捉
し
が
た
い
資
本
家
的
経
営
か
ら
「
取
り
残
さ
れ
た
」
産
業
分
野
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
農
業
部
門
 
 
 

は
つ
ね
に
資
本
主
義
的
関
係
か
ら
ハ
ミ
出
る
過
剰
労
働
力
の
有
力
な
プ
ー
ル
先
と
し
て
の
役
割
を
担
わ
さ
れ
、
過
剰
人
口
は
農
業
部
門
へ
 
 
 

シ
ワ
寄
せ
さ
れ
、
失
業
問
題
は
農
業
問
題
へ
転
化
さ
れ
る
関
係
が
あ
る
。
こ
の
意
味
で
農
業
問
題
は
過
剰
人
口
問
題
の
一
面
の
現
わ
れ
に
 
 

ほ
か
な
ら
な
い
。
大
恐
慌
の
勃
発
に
よ
る
一
千
万
人
前
後
に
の
ぽ
る
未
曾
有
の
大
量
失
業
の
累
積
が
、
ア
メ
リ
カ
農
業
の
全
面
的
崩
壊
・
 
 

す
さ
ま
じ
い
農
業
恐
慌
へ
連
結
し
た
の
は
当
然
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
体
制
の
危
機
は
都
市
に
お
け
る
大
量
失
業
、
そ
れ
に
も
と
 
 

づ
く
深
刻
な
社
会
不
安
と
同
時
平
行
し
て
、
資
本
家
的
商
品
経
済
的
包
摂
の
枠
外
に
あ
り
資
本
主
義
の
「
弱
い
環
」
で
あ
る
農
業
に
お
け
 
 

る
危
機
さ
ら
に
は
激
烈
な
農
民
蜂
起
と
な
っ
て
爆
発
し
た
の
で
あ
る
曾
 
 

㈲
 
リ
ユ
ポ
シ
ツ
ツ
は
、
二
九
年
の
ア
メ
リ
カ
農
業
恐
慌
の
深
刻
性
を
、
エ
業
恐
慌
と
の
か
ら
み
合
い
に
よ
る
工
業
部
門
か
ら
の
農
産
物
常
要
の
減
退
お
よ
び
価
 
 

ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
農
業
政
策
の
成
立
 
 

九   



岩
 
 

格
低
下
に
対
応
す
る
減
産
機
構
の
欠
如
や
固
定
的
な
地
代
負
担
な
ど
と
い
っ
た
あ
ら
ゆ
る
景
気
後
退
局
面
に
お
い
て
共
通
す
る
農
業
の
特
性
二
筋
か
ら
説
明
 
 

し
て
い
る
（
リ
ユ
ボ
シ
ッ
ツ
、
前
掲
、
第
六
章
参
照
）
。
そ
こ
で
は
、
過
少
消
費
説
に
よ
る
恐
慌
理
論
の
基
本
的
誤
謬
（
同
、
第
一
章
参
照
）
を
別
に
し
て
も
、
 
 

二
九
年
恐
慌
に
よ
り
都
市
で
特
殊
歴
史
的
な
構
造
的
大
豊
失
業
が
発
現
し
た
こ
と
、
そ
し
て
ま
さ
に
そ
の
過
剰
人
口
圧
力
か
ら
ア
メ
リ
カ
農
業
の
破
壊
が
も
 
 

た
ら
さ
れ
た
と
い
う
根
本
的
要
因
が
看
過
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
 
 

も
ち
ろ
ん
、
他
面
ア
メ
リ
カ
農
業
恐
慌
は
世
界
的
農
業
恐
慌
の
一
環
で
あ
り
、
世
界
農
産
物
市
場
縮
小
工
朋
壌
の
影
響
を
モ
ロ
に
か
ぶ
っ
た
結
果
で
も
あ
っ
 
 

た
の
は
じ
じ
つ
で
あ
る
。
し
か
し
世
界
農
業
恐
慌
そ
の
も
の
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
大
量
失
業
間
現
に
も
と
づ
く
、
き
ょ
く
た
ん
な
農
業
保
護
・
農
産
物
 
 

自
給
化
政
策
の
強
行
を
重
大
な
〓
畢
困
と
し
て
い
た
こ
と
が
み
お
と
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
伊
藤
誠
氏
の
ば
あ
い
も
∵
一
九
年
の
ア
メ
リ
カ
農
業
恐
慌
の
激
烈
 
 

性
を
、
大
恐
慌
の
勃
発
－
農
業
恐
慌
の
激
化
－
大
恐
慌
の
深
化
と
い
う
工
業
恐
慌
と
農
業
恐
慌
の
か
ら
み
合
い
に
求
め
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
リ
ボ
シ
ッ
ツ
の
 
 

見
解
と
ほ
ぼ
軌
を
一
に
し
て
い
る
（
玉
野
井
芳
郎
編
著
『
大
恐
慌
の
研
究
㌔
一
九
六
四
年
、
束
大
出
版
会
、
第
八
車
参
照
）
。
 
 

な
お
、
馬
場
宏
二
氏
は
、
ア
メ
リ
カ
農
業
恐
慌
の
「
根
底
に
世
界
農
業
恐
慌
が
あ
る
」
（
馬
場
宏
二
『
ア
メ
リ
カ
農
業
問
題
の
発
生
㌔
東
大
出
版
会
、
一
九
 
 

六
九
年
、
四
六
七
頁
）
 
と
正
当
に
も
主
張
き
れ
、
「
世
界
経
済
的
視
角
」
か
ら
の
見
解
を
開
陳
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
氏
は
、
第
一
次
大
戦
後
の
世
界
農
業
恐
慌
 
 

の
根
因
を
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
農
業
保
護
と
、
主
と
し
て
「
ア
メ
リ
カ
の
世
界
経
済
編
成
力
の
限
界
」
（
同
、
八
貢
∵
1
－
世
界
経
済
の
中
心
国
と
し
て
台
 
 

頭
し
た
ア
メ
リ
カ
が
か
つ
て
の
主
導
国
イ
ギ
リ
ス
と
は
異
な
り
国
内
農
業
を
分
解
し
え
ず
か
つ
そ
れ
を
政
治
的
に
維
持
し
た
こ
と
、
そ
れ
に
も
と
づ
く
世
界
 
 

農
産
物
息
場
の
絶
対
的
狭
あ
い
化
お
よ
び
国
際
農
工
分
業
関
係
の
歪
曲
と
い
う
中
心
国
と
し
て
の
ア
メ
リ
カ
の
不
適
合
性
に
由
来
す
る
国
際
経
済
関
係
の
変
 
 

化
き
に
求
め
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
第
叫
次
大
戦
後
資
本
主
義
が
経
済
的
自
立
性
を
喪
失
し
い
わ
ば
経
済
的
機
構
的
に
破
綻
し
た
結
果
世
界
的
規
 
 

模
で
構
造
的
大
豊
失
業
を
生
み
出
し
、
そ
れ
が
世
界
農
業
恐
慌
の
根
底
と
な
っ
て
い
る
点
が
か
な
ら
ず
し
も
十
分
に
鮮
明
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
 
 

か
く
て
三
〇
年
代
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
、
一
千
万
人
を
こ
え
る
大
量
失
業
労
働
者
に
対
す
る
緊
急
救
済
政
策
や
労
働
標
準
の
互
解
へ
 
 

の
緊
急
対
処
措
置
等
と
同
時
平
行
し
て
、
農
業
の
崩
壊
を
食
い
と
め
、
い
ち
じ
る
し
く
激
化
し
た
農
業
危
機
を
綬
和
し
体
制
安
定
化
を
は
 
 

か
る
た
め
に
、
従
前
の
よ
う
な
農
業
保
護
関
税
な
ど
古
典
的
帝
国
主
義
期
の
そ
れ
を
上
回
る
横
極
的
な
農
業
政
策
が
新
た
に
展
開
さ
れ
な
 
 

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
そ
れ
が
以
下
に
み
る
「
斬
新
に
し
て
前
人
未
踏
の
方
策
」
（
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領
）
と
称
さ
れ
た
画
期
的
な
 
 

農
業
調
整
法
（
A
g
r
i
c
u
－
t
u
r
a
－
A
d
j
u
s
t
m
e
n
t
A
c
t
O
こ
器
∽
－
以
下
A
A
A
と
略
）
の
制
定
に
ほ
か
な
ら
な
い
が
、
そ
う
し
た
農
業
再
建
・
 
 

農
業
危
機
緩
和
政
策
は
、
農
業
に
お
け
る
過
剰
人
口
の
潜
在
化
機
能
の
回
復
と
そ
れ
に
よ
る
失
業
人
口
圧
力
軽
減
の
意
義
を
も
ち
、
そ
の
 
 
 



点
で
国
家
に
よ
る
過
剰
労
働
力
の
処
理
な
い
し
雇
用
政
策
体
系
の
一
環
と
し
て
の
ま
さ
に
現
代
資
本
主
義
的
な
体
制
推
持
策
を
な
す
も
の
 
 
 

で
あ
っ
た
。
 
 

こ
の
ば
あ
い
次
の
点
が
重
要
で
あ
る
。
冒
頭
に
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
農
業
は
伝
統
的
に
「
家
族
農
場
」
経
営
形
態
を
と
り
、
 
 
 

大
部
分
の
農
民
は
資
本
家
で
な
い
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
自
己
の
労
働
力
を
商
品
と
し
て
販
売
し
そ
の
代
価
で
生
活
す
る
貸
金
労
働
者
で
 
 
 

も
な
く
、
自
己
所
有
。
占
有
す
る
土
地
等
生
産
手
段
に
も
と
づ
い
て
自
己
経
常
・
労
働
す
る
小
生
産
者
な
い
し
小
農
経
営
者
で
あ
っ
た
こ
 
 
 

と
で
あ
る
 
（
農
業
就
業
者
一
一
一
七
万
人
の
う
ち
農
場
経
営
主
お
よ
び
家
族
従
業
者
は
七
四
・
四
％
、
資
本
家
的
経
営
と
み
ら
れ
る
農
民
 
 
 

は
わ
ず
か
一
％
程
度
、
残
部
は
雇
用
労
働
者
、
一
九
三
〇
年
の
数
字
、
S
t
a
t
．
A
b
s
t
．
∴
嚢
芦
p
．
宗
ほ
か
）
。
資
本
家
的
商
品
経
済
関
係
の
 
 
 

中
に
体
制
的
に
組
み
込
ま
れ
な
が
ら
資
本
家
的
経
営
を
と
り
え
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
に
農
業
問
題
の
根
本
的
要
因
が
あ
る
の
で
あ
る
が
、
 
 
 

そ
れ
は
と
も
か
く
、
右
の
点
か
ら
現
代
国
家
に
よ
る
現
代
資
本
主
義
的
な
対
農
業
政
策
は
、
当
然
な
が
ら
そ
の
対
労
働
政
策
と
は
異
な
っ
 
 
 

た
特
異
な
形
を
と
ら
ざ
る
を
え
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
後
者
対
労
働
政
策
が
、
労
働
力
商
品
の
販
売
＝
＝
＝
＝
雇
用
を
通
し
て
の
生
活
 
 

保
障
を
内
実
と
す
る
雇
用
保
障
を
中
軸
に
し
て
生
活
賃
金
保
障
の
た
め
の
労
働
基
本
権
こ
牽
低
労
働
基
準
保
障
、
そ
の
他
生
存
権
保
障
等
 
 

の
形
態
を
と
る
の
に
対
し
て
、
現
代
資
本
主
義
的
な
農
業
不
況
緩
和
な
い
し
農
業
政
策
は
国
家
の
市
場
介
入
に
よ
る
農
産
物
価
格
保
障
＝
 
 

価
格
支
持
策
を
基
本
に
し
、
さ
ら
に
そ
の
他
債
務
負
担
処
理
や
営
農
資
金
供
与
等
農
業
金
融
お
よ
び
土
地
等
生
産
手
段
の
所
有
・
占
有
保
 
 
 

障
、
耕
作
権
保
障
等
社
会
改
革
的
政
策
に
よ
っ
て
補
完
さ
れ
る
形
を
と
る
の
で
あ
る
。
じ
じ
つ
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
の
農
業
政
策
は
、
試
行
 
 

錯
誤
の
過
程
で
次
第
に
そ
の
線
に
沿
っ
て
整
備
発
展
し
、
体
系
化
さ
れ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
 
 
 

つ
ぎ
に
、
A
A
A
の
制
定
と
そ
の
内
容
を
み
て
み
よ
う
。
 
 

ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
農
業
政
策
の
成
立
 
 
 



一
三
 
 

二
 
A
A
A
の
制
定
 
 
 

一
九
二
〇
年
代
に
比
べ
三
〇
年
代
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
農
業
の
国
際
的
環
境
は
大
幅
に
変
化
し
た
。
二
〇
年
代
に
は
世
界
農
産
物
市
場
 
 

の
狭
あ
い
化
に
不
断
に
悩
ま
さ
れ
た
と
は
い
え
、
ア
メ
リ
カ
は
大
豊
の
資
本
輸
出
を
テ
コ
に
し
て
な
お
一
定
規
模
の
海
外
輸
出
市
場
を
確
 
 

保
し
え
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
先
に
も
指
摘
し
た
よ
う
に
二
九
年
恐
慌
以
降
は
資
本
輸
出
の
杜
絶
、
世
界
通
貨
・
通
商
体
制
の
混
乱
、
 
 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
き
ょ
く
た
ん
な
農
産
物
自
給
化
政
策
の
強
行
や
ブ
ロ
ッ
ク
化
の
進
展
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
ア
メ
リ
カ
の
農
産
物
輸
 
 

出
市
場
は
全
く
閉
鎖
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
農
産
物
輸
出
は
ほ
と
ん
ど
壊
滅
状
態
に
落
人
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
 
 
 

し
た
が
っ
て
二
〇
年
代
に
は
、
議
会
内
外
で
広
範
な
論
争
を
ま
き
お
こ
し
た
農
業
不
況
対
策
と
し
て
の
「
マ
ク
ナ
リ
＝
ハ
ウ
ゲ
ン
法
案
」
 
 

（
M
c
ロ
a
r
y
長
a
u
g
e
ロ
B
i
u
）
構
想
や
そ
の
他
「
平
衡
料
制
度
」
「
輸
出
戻
税
制
度
」
「
国
内
割
当
案
」
（
W
・
l
・
S
p
i
〓
m
a
ロ
案
）
に
し
ろ
、
 
 

さ
ら
に
二
九
年
に
フ
ー
バ
ァ
ー
政
権
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
F
F
B
（
F
e
d
e
r
a
l
F
a
ヨ
B
O
a
r
d
－
連
邦
農
務
局
）
に
よ
る
在
庫
買
上
げ
制
度
 
 

に
し
ろ
、
す
べ
て
一
定
の
海
外
市
場
の
存
在
を
前
提
に
し
て
、
国
家
的
機
関
に
よ
る
余
剰
農
産
物
の
対
外
ダ
ン
ピ
ン
グ
処
理
を
テ
コ
と
す
 
 

る
国
内
農
産
物
価
格
吊
上
げ
方
策
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
「
マ
ク
ナ
リ
ー
ー
ハ
ウ
ゲ
ン
法
案
」
の
骨
子
は
関
税
を
利
用
し
た
国
内
・
国
際
二
 
 

重
価
格
制
に
あ
り
、
公
定
価
格
に
よ
る
国
内
余
剰
農
産
物
の
買
上
げ
、
そ
れ
の
組
織
的
ダ
ン
ピ
ン
グ
輸
出
、
仲
買
人
・
加
工
業
者
等
に
対
 
 

す
る
特
殊
課
税
収
入
に
よ
る
同
損
失
補
填
か
ら
な
る
農
産
物
価
格
引
上
げ
策
で
あ
り
、
第
一
次
案
（
二
四
年
一
月
議
会
上
提
）
か
ら
第
五
 
 

次
案
（
二
八
年
四
月
）
ヘ
シ
フ
ト
す
る
に
つ
れ
次
第
に
「
国
家
的
ダ
ム
ビ
ン
グ
を
つ
う
じ
た
価
格
吊
上
げ
の
性
格
が
薄
れ
」
（
馬
場
宏
二
、
 
 

前
掲
、
三
五
一
貫
）
た
に
し
ろ
、
い
ず
れ
も
余
剰
農
産
物
の
対
外
処
理
を
基
本
に
し
、
生
産
削
減
や
減
反
措
置
を
含
ま
な
い
点
に
は
変
り
 
 

な
か
っ
た
（
た
だ
し
第
五
次
案
に
は
強
制
力
な
し
の
余
剰
生
産
回
避
勧
告
項
目
が
付
加
さ
れ
て
い
る
）
。
ま
た
F
F
B
も
結
果
的
に
、
手
持
 
 
 



の
小
麦
。
綿
花
在
庫
の
鵬
大
部
分
を
外
国
政
府
（
中
国
、
ド
イ
ツ
）
 
へ
の
長
期
借
款
、
外
国
（
ブ
ラ
ジ
ル
・
コ
ー
ヒ
⊥
と
の
バ
ー
タ
ー
 
 

取
引
き
な
ど
に
よ
り
対
外
的
に
処
分
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
結
局
そ
れ
は
余
剰
の
対
外
的
処
理
の
裏
付
け
に
よ
る
一
時
的
な
価
格
支
持
買
 
 

上
げ
機
関
と
し
て
機
能
し
た
も
の
で
あ
っ
た
…
（
資
金
枯
渇
か
ら
三
一
年
六
月
に
F
F
B
の
買
支
え
操
作
停
止
）
。
 
 

付
 
そ
の
他
、
二
〇
年
代
に
実
施
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
の
農
業
政
策
と
し
て
は
、
連
邦
土
地
銀
行
を
中
心
と
す
る
農
家
向
け
低
金
利
融
資
、
農
協
組
織
化
に
よ
る
共
 
 
 

同
販
売
促
進
、
二
〓
箪
緊
急
関
税
法
と
二
二
年
の
フ
ォ
ー
ド
ニ
＝
マ
ッ
カ
ム
バ
ー
法
に
よ
る
主
要
農
産
物
に
対
す
る
高
率
関
税
賦
課
が
あ
げ
ら
れ
る
。
だ
が
、
 
 
 

ア
メ
リ
カ
は
農
業
輸
出
国
で
あ
り
、
農
業
不
況
対
策
と
し
て
関
税
引
ヒ
げ
は
ほ
と
ん
ビ
意
味
が
な
か
っ
た
。
な
お
、
「
マ
ク
ナ
リ
＝
ハ
ウ
ゲ
ン
法
案
」
は
、
ニ
 
 
 

七
年
、
二
八
年
に
議
会
を
通
過
し
た
が
、
二
度
と
も
ク
ー
リ
ッ
ジ
大
統
領
の
、
ダ
ン
ピ
ン
グ
に
よ
る
価
格
支
持
は
い
っ
そ
う
生
産
を
刺
激
す
る
な
ど
の
理
由
に
 
 
 

よ
る
拒
否
権
発
動
に
あ
い
、
流
産
し
て
い
る
。
 
 

1
マ
ク
ナ
リ
＝
ハ
ウ
ゲ
ン
法
案
」
以
外
の
案
に
つ
い
て
は
説
明
を
省
く
が
、
同
法
案
も
含
め
、
く
わ
し
ノ
1
は
く
↑
P
2
r
k
i
n
s
一
章
C
i
t
こ
C
h
a
p
・
Ⅰ
Ⅰ
・
M
・
R
・
 
 
 

B
e
n
e
d
i
c
t
㍉
a
r
m
P
O
－
i
c
i
e
s
O
f
t
h
e
U
．
S
」
望
⊥
望
．
－
琵
¶
∩
ト
a
p
」
｛
ニ
ー
一
馬
場
宏
二
、
前
掲
、
東
井
金
平
『
米
国
農
政
問
題
研
究
』
苗
評
社
、
－
九
 
 

四
九
年
）
第
四
車
な
ど
参
照
。
 
 
 

し
か
る
に
、
三
〇
年
代
に
お
け
る
農
業
政
策
は
何
と
い
っ
で
も
第
一
に
ア
メ
リ
カ
の
農
産
物
輸
出
市
場
の
崩
壊
と
い
っ
た
未
曾
有
の
外
 
 

的
与
件
の
変
化
に
対
応
し
た
そ
れ
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
海
外
市
場
を
ほ
と
ん
ど
度
外
視
し
た
上
で
構
成
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
し
 
 

た
が
っ
て
二
〇
年
代
の
農
業
不
況
対
策
案
や
農
業
制
度
に
は
欠
落
し
て
い
た
生
産
制
限
を
基
軸
と
す
る
き
わ
め
て
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
「
国
家
 
 

主
義
的
」
農
業
政
策
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

初
め
に
、
A
A
A
の
成
立
過
程
を
か
ん
た
ん
に
み
て
み
よ
う
。
三
妄
六
月
の
F
F
B
に
よ
る
買
支
え
操
作
停
止
以
降
、
事
態
が
放
置
 
 

さ
れ
て
農
産
物
価
格
は
表
に
低
落
し
、
農
業
救
済
の
是
非
と
そ
の
方
法
を
め
ぐ
る
論
議
は
三
二
年
秋
の
大
統
領
選
挙
に
も
ち
こ
ま
れ
た
。
 
 

と
こ
ろ
が
同
選
挙
戦
で
、
現
職
の
フ
ー
バ
ァ
一
大
統
領
は
、
農
民
減
税
や
農
業
信
用
の
拡
大
以
外
に
、
完
全
な
政
策
的
失
敗
に
終
っ
た
F
 
 

ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
農
業
政
策
の
成
立
 
 
 



l
四
 
 
 

F
B
制
度
に
代
替
す
る
有
効
な
農
業
政
策
を
何
ら
提
示
し
え
な
か
っ
た
。
「
フ
ー
バ
ァ
ー
は
大
統
領
候
補
指
名
受
諾
演
説
で
政
党
綱
領
の
中
 
 

に
農
産
物
価
格
引
上
策
を
と
り
入
れ
る
こ
と
を
拒
否
し
た
。
『
生
産
調
整
の
た
め
の
官
僚
統
制
の
拡
大
は
農
民
救
済
に
な
ら
な
い
…
…
補
助
 
 

金
は
い
っ
そ
う
の
官
僚
主
義
と
究
極
的
に
は
農
業
崩
壊
を
も
た
ら
す
だ
け
で
あ
る
』
」
（
く
．
L
・
P
e
r
k
i
n
s
も
p
・
C
i
t
・
も
∽
○
）
と
強
調
し
た
。
 
 

フ
ー
バ
ァ
ー
は
、
関
税
引
上
げ
、
国
際
金
本
位
制
の
維
持
等
対
外
政
策
や
民
間
企
業
向
け
信
用
拡
大
、
金
融
機
関
へ
の
救
済
融
資
な
ど
従
 
 

前
ど
お
り
の
い
わ
ば
古
典
的
な
金
融
資
本
的
政
策
と
金
融
資
本
自
身
に
よ
る
自
律
的
景
気
回
復
を
第
一
義
と
し
、
そ
の
反
面
で
は
ド
ル
の
 
 

弱
化
と
民
間
信
用
の
圧
迫
に
つ
な
が
る
も
の
と
し
て
財
政
膨
張
・
赤
字
増
大
を
き
ょ
く
ど
に
警
戒
・
忌
避
し
健
全
財
政
主
義
に
強
く
固
執
 
 

し
て
、
農
業
救
済
や
失
業
救
済
を
そ
れ
に
劣
後
す
る
政
策
課
題
と
み
な
し
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
「
忘
れ
ら
れ
た
人
々
」
の
救
 
 

済
と
新
規
ま
き
直
し
を
最
大
の
故
策
目
標
と
し
て
掲
げ
、
か
つ
選
挙
戦
略
上
の
観
点
か
ら
中
西
部
農
民
票
の
獲
得
に
意
を
注
い
だ
民
主
党
 
 

ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
候
補
は
、
「
我
々
は
豊
作
の
真
申
で
貧
困
と
窮
乏
と
に
悩
ん
で
い
る
。
農
民
は
無
比
の
自
然
的
富
を
も
ち
な
が
ら
、
貧
困
と
 
 

信
じ
が
た
い
困
窮
と
戦
っ
て
い
る
」
と
農
業
の
深
刻
な
窮
状
を
は
っ
き
り
と
認
め
た
上
で
、
窮
乏
農
民
に
対
し
農
エ
シ
ェ
ー
レ
の
是
正
、
 
 

国
家
指
導
に
よ
る
抜
本
的
な
農
業
方
策
の
断
行
を
公
約
し
た
（
九
月
一
四
日
ト
ピ
ー
カ
演
説
、
F
．
D
．
R
0
0
S
e
完
声
P
u
b
】
i
c
P
a
p
e
r
s
L
器
N
）
 
 

p
p
．
の
㌣
票
参
照
）
。
そ
し
て
同
選
挙
戦
に
圧
勝
し
て
三
三
年
三
月
四
日
に
大
統
領
に
就
任
す
る
や
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
は
た
だ
ち
に
行
動
に
移
 
 

り
、
金
融
制
度
再
建
策
を
講
ず
る
た
め
に
特
別
招
集
（
三
月
九
日
）
さ
れ
た
臨
時
議
会
で
、
「
全
国
銀
行
の
秩
序
回
復
と
同
時
に
と
ら
れ
る
 
 

べ
き
緊
急
措
置
」
と
し
て
、
「
緊
急
銀
行
救
済
法
案
」
の
提
出
に
ひ
き
つ
づ
き
「
農
業
教
書
」
を
公
表
≡
月
〓
ハ
日
）
し
て
農
業
救
済
に
 
 

関
す
る
特
別
立
法
を
議
会
へ
要
請
し
た
。
農
業
救
済
措
置
は
失
業
救
済
、
労
働
保
護
、
産
業
統
制
、
住
宅
所
有
者
保
護
な
ど
を
も
上
回
り
 
 

早
急
に
処
理
さ
れ
る
べ
き
最
緊
急
課
題
と
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
（
緊
急
銀
行
救
済
法
、
三
月
九
日
、
農
業
教
書
、
三
月
二
ハ
日
、
失
業
教
 
 

書
、
三
月
ニ
ー
日
、
住
宅
所
有
者
融
資
法
、
四
月
一
三
日
、
N
I
R
A
、
五
月
一
七
日
議
会
掟
出
）
。
 
 
 



そ
の
背
後
に
は
、
三
二
－
三
三
年
度
の
作
付
面
積
が
こ
れ
ま
で
の
最
高
を
記
録
し
、
未
曾
有
の
在
庫
高
か
ら
三
二
－
三
三
年
冬
期
に
農
 
 

産
物
価
格
が
新
安
値
を
作
り
、
「
農
民
休
日
協
会
」
の
全
国
ス
ト
ラ
イ
キ
宣
言
（
三
月
中
旬
）
や
各
地
の
債
務
不
払
暴
動
の
激
化
な
ど
、
一
 
 

刻
の
猶
予
も
許
さ
れ
な
い
よ
う
な
農
業
地
帯
に
お
け
る
危
機
的
状
況
が
あ
り
、
か
つ
農
業
政
策
の
推
進
は
時
間
と
の
競
争
で
「
三
三
年
春
 
 

の
値
付
け
は
間
も
な
く
行
わ
れ
る
か
ら
、
も
し
我
々
が
一
カ
月
あ
る
い
は
六
週
間
遅
延
す
る
な
ら
ば
…
…
効
果
は
全
く
失
わ
れ
て
し
ま
う
」
 
 

商
教
書
）
と
い
う
事
情
が
あ
っ
た
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
の
さ
い
同
教
書
と
と
も
に
政
府
農
業
法
案
の
原
案
と
し
て
捜
出
さ
れ
た
 
 

の
が
新
規
の
「
国
内
割
当
案
」
を
内
容
と
す
る
そ
れ
で
あ
っ
た
（
同
政
府
原
案
は
議
会
提
案
者
の
名
を
と
っ
て
「
ジ
ョ
ー
ン
ズ
法
案
」
と
 
 

呼
ば
れ
る
）
。
 
 

同
案
は
、
も
と
も
と
モ
ン
タ
ナ
州
立
大
教
授
M
。
L
。
ウ
ィ
ル
ソ
ン
に
よ
っ
て
旧
「
国
内
割
当
案
」
（
ス
ビ
ル
マ
ン
案
）
や
「
マ
ク
ナ
リ
 
 
 

ー
 
ー
 ハ
ウ
ゲ
ン
法
案
」
な
ど
の
代
替
計
画
と
し
て
考
案
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
骨
格
は
「
世
界
価
格
プ
ラ
ス
関
税
価
格
保
障
」
「
生
産
 
 
 

割
当
シ
ス
テ
ム
」
「
加
工
税
」
と
、
と
く
に
「
生
産
制
限
」
措
置
の
導
入
お
よ
び
「
レ
フ
レ
ン
ダ
ム
制
」
の
採
用
（
生
産
制
限
計
画
に
参
加
 
 
 

す
る
か
ど
う
か
は
農
民
の
自
主
的
投
票
に
任
せ
ら
れ
る
）
 
に
特
徴
が
あ
っ
た
。
同
案
が
、
生
産
制
限
ヌ
キ
で
の
国
際
・
国
内
二
重
価
格
制
 
 
 

と
自
動
的
強
制
的
国
内
割
当
制
か
ら
な
る
旧
「
国
内
割
当
案
」
 
に
対
し
て
「
任
意
国
内
割
当
案
」
 
（
く
0
－
巨
t
a
r
y
D
O
m
e
S
t
i
c
A
】
訂
t
ヨ
e
n
t
 
 

P
－
a
n
）
と
称
さ
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
ウ
ィ
ル
ソ
ン
案
は
当
初
そ
の
生
産
制
限
条
項
が
毛
嫌
い
さ
れ
て
す
べ
て
の
有
力
農
民
団
体
か
ら
強
 
 

い
拒
否
反
応
を
う
け
た
管
し
か
し
、
比
較
的
早
く
か
ら
余
剰
の
対
外
ダ
ン
ピ
ン
グ
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
非
現
実
性
と
生
産
制
限
調
整
の
必
要
 
 

性
を
つ
よ
く
認
識
。
痛
感
し
て
い
た
H
。
A
。
ウ
ォ
ー
レ
ン
ス
や
ウ
ィ
ル
ソ
ン
等
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
・
ブ
レ
イ
ン
ト
ラ
ス
ト
に
よ
る
懸
命
な
 
 

説
得
活
動
の
結
果
、
三
二
年
末
頃
に
は
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
。
ユ
ニ
オ
ン
（
N
a
t
i
O
n
a
－
F
a
l
m
e
r
S
U
n
i
O
ロ
）
を
の
ぞ
く
有
力
な
諸
農
民
団
体
が
 
 

そ
れ
に
対
す
る
支
持
を
表
明
す
る
に
い
た
り
ー
そ
の
背
景
に
は
世
界
農
産
物
市
場
の
崩
壊
と
農
業
恐
慌
の
深
化
が
あ
っ
た
1
、
三
月
一
〇
 
 

ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
農
業
政
策
の
成
立
 
 

五   



榔
 
三
一
年
中
の
F
F
B
操
作
停
止
以
後
も
、
い
ぜ
ん
と
し
て
三
大
農
民
団
体
の
う
ち
の
最
大
手
の
「
フ
ァ
ー
ム
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
は
マ
ク
ナ
リ
ー
ー
ハ
ウ
ゲ
ン
計
画
 
 
 

を
支
持
し
っ
づ
け
た
」
し
、
「
グ
レ
ン
ジ
は
輸
出
戻
税
制
度
に
好
意
を
寄
せ
」
、
主
に
中
下
層
農
民
か
ら
構
成
さ
れ
る
急
進
的
な
「
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
・
ユ
ニ
オ
ン
」
 
 
 

は
旧
国
内
割
当
案
な
い
し
生
産
費
保
障
価
格
案
（
農
民
に
生
産
費
と
合
理
的
利
益
を
保
障
す
る
農
産
物
の
管
理
価
格
制
）
 
に
強
く
圃
執
し
、
「
一
九
三
二
年
中
 
 
 

…
‥
・
そ
れ
ら
農
民
団
体
は
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
生
産
調
整
計
画
に
対
す
る
支
持
を
拒
否
し
っ
づ
け
て
い
た
」
 
（
く
．
L
．
P
e
r
k
i
n
s
｝
O
p
●
C
i
t
●
－
p
●
N
豊
。
 
 

同
法
案
に
対
し
て
は
、
「
農
民
は
生
産
し
す
ぎ
て
い
な
い
」
と
し
て
あ
く
ま
で
生
産
制
限
に
反
対
し
生
産
費
保
障
案
の
採
用
を
要
求
し
た
 
 

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
・
ユ
ニ
オ
ン
派
の
執
拗
な
反
対
や
加
工
税
条
項
に
対
す
る
加
工
業
者
・
卸
売
業
者
の
猛
烈
な
抵
抗
そ
の
他
連
邦
権
限
の
拡
 
 

大
に
反
対
す
る
一
部
保
守
派
議
員
の
反
ば
つ
が
あ
っ
た
も
の
の
、
農
産
物
価
格
引
上
げ
の
決
定
的
手
段
と
し
て
通
貨
価
値
の
切
下
げ
を
主
 
 

張
し
て
い
た
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
派
議
員
と
の
間
で
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
条
項
を
同
法
案
の
中
へ
折
込
む
こ
と
で
妥
協
が
成
立
ち
、
「
生
 
 

産
費
保
障
」
修
正
案
を
否
決
し
た
上
で
五
月
一
〇
日
に
上
院
を
通
過
し
、
大
統
領
の
裁
可
を
え
て
五
月
一
二
日
に
「
農
業
救
済
お
よ
び
通
 
 

貨
膨
張
法
」
（
F
a
【
ヨ
R
e
－
i
e
f
・
C
u
∃
e
n
C
y
i
n
ぎ
t
i
O
n
A
c
t
）
と
し
て
成
立
し
た
。
以
上
の
よ
う
に
同
法
は
、
有
力
農
民
団
体
で
あ
る
フ
ァ
 
 

ー
ム
・
ビ
ュ
ー
ロ
 
（
A
m
e
r
i
c
a
ロ
F
a
r
ヨ
B
u
r
e
a
u
F
e
d
e
r
a
t
i
O
n
）
 
の
支
持
を
最
終
的
に
は
え
た
も
の
の
、
そ
の
利
益
集
団
的
圧
力
に
も
 
 

と
づ
い
た
の
で
は
な
く
、
主
に
政
府
当
局
の
主
導
と
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
よ
り
制
定
さ
れ
た
も
の
と
い
い
う
る
の
で
あ
る
曾
 
 

某
 
 
 

日
の
「
ワ
シ
ン
ト
ン
全
国
農
業
者
会
議
」
（
主
要
な
農
民
指
導
者
・
農
民
団
体
幹
事
約
五
〇
人
に
よ
る
会
議
）
で
の
合
意
を
と
り
つ
け
た
上
 
 

で
、
国
内
生
産
割
当
に
よ
る
生
産
縮
減
の
主
旨
を
盛
り
込
ん
だ
農
業
法
案
が
ウ
ォ
ー
レ
ス
新
農
務
長
官
の
下
で
作
成
・
議
会
提
案
の
運
び
 
 

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
 
 

刷
 
以
上
、
D
．
E
．
C
O
n
r
a
d
一
T
h
e
F
O
r
g
O
t
t
e
n
F
a
コ
完
r
S
」
宗
∽
㌔
h
a
p
．
N
↓
く
．
L
一
P
e
r
k
i
n
s
▼
O
p
・
C
i
t
・
｝
C
h
a
p
」
：
⊥
ヂ
久
保
文
明
『
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
と
ア
 
 
 



メ
リ
カ
民
主
制
』
 
（
東
大
出
版
会
、
一
九
八
八
年
）
第
一
ニ
ー
章
な
ど
参
照
。
 
 

同
法
は
第
Ⅰ
部
A
A
A
、
第
H
部
「
緊
急
農
場
抵
当
法
」
、
第
m
郡
「
金
融
な
ら
び
に
憲
法
第
Ⅰ
郡
第
8
条
に
よ
り
賦
与
さ
れ
た
権
限
の
 
 

行
使
」
（
通
常
「
ト
マ
ス
修
正
法
」
と
略
称
」
）
の
三
部
よ
り
な
り
、
政
府
関
係
金
融
機
関
に
よ
る
農
家
抵
当
・
非
抵
当
債
務
の
肩
替
り
㈱
（
第
 
 

H
部
）
と
生
産
調
整
計
画
お
よ
び
通
貨
切
下
げ
手
段
㈲
に
よ
る
農
産
物
価
格
の
引
上
げ
（
第
Ⅰ
部
、
川
部
）
を
二
大
眼
目
と
し
た
オ
ム
ニ
バ
 
 

ス
法
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
中
核
が
第
Ⅰ
郡
A
A
A
に
あ
っ
た
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
以
下
A
A
A
の
内
容
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
 
 

ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
農
業
政
策
の
成
立
 
 

刷
 
「
緊
急
農
場
抵
当
法
」
は
、
連
邦
土
地
銀
行
の
資
金
源
拡
大
、
同
銀
行
に
よ
る
農
場
抵
当
債
務
に
対
す
る
再
金
融
・
貸
付
条
件
の
頒
和
、
民
営
株
式
土
地
銀
 
 
 

行
の
清
算
促
進
、
復
興
金
融
会
社
資
金
に
よ
る
農
家
貸
付
－
－
い
わ
ゆ
る
「
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
・
ロ
ー
ン
」
な
ど
を
規
定
。
 
 
 

三
三
年
五
月
－
三
四
年
七
月
間
に
土
地
銀
行
お
よ
び
「
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
・
ロ
ー
ン
」
に
よ
る
抵
当
貸
付
は
四
〇
万
件
余
、
一
〇
億
ド
ル
（
う
ち
九
〇
％
が
 
 
 

旧
債
務
借
替
融
資
）
に
の
ぼ
り
、
そ
れ
に
よ
り
農
家
の
利
子
負
担
も
平
均
二
〇
％
軽
減
さ
れ
て
い
る
。
な
お
そ
の
他
「
農
業
信
用
法
」
、
「
連
邦
農
場
抵
当
貸
付
 
 
 

会
社
法
」
が
同
年
六
月
、
翌
二
月
に
そ
れ
ぞ
れ
制
定
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
に
よ
る
短
期
か
ら
長
期
に
わ
た
る
政
府
農
業
金
融
の
拡
大
は
「
た
ん
に
農
民
債
 
 
 

務
者
を
救
済
す
る
の
み
な
ら
ず
、
同
様
に
抵
当
債
権
者
を
も
救
済
す
る
も
の
で
あ
る
L
（
「
緊
急
農
場
抵
当
法
」
署
名
時
の
大
統
領
声
明
）
の
は
い
う
ま
で
も
な
 
 
 

い
。
以
上
く
わ
し
く
は
小
野
英
祐
『
両
大
戦
間
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
短
期
金
融
機
関
』
（
一
九
七
〇
年
、
お
茶
の
水
番
房
）
付
論
司
馬
場
宏
二
、
前
掲
、
 
 
 

第
四
章
第
三
節
、
U
．
S
．
D
e
早
○
【
A
温
．
－
F
a
コ
ゴ
e
r
S
i
n
a
C
h
a
n
g
i
n
g
宅
O
r
声
－
慧
声
邦
訳
第
こ
編
第
三
牽
な
ど
参
照
。
 
 

㈲
 
第
Ⅲ
部
は
、
五
割
以
内
の
ド
ル
平
価
切
下
げ
、
国
債
準
備
に
よ
る
不
換
通
貨
三
〇
億
ド
ル
な
い
し
グ
リ
ー
ン
・
バ
ッ
ク
ス
三
〇
億
ド
ル
の
増
発
、
銀
貨
無
制
 
 
 

限
鋳
造
、
銀
証
券
の
発
行
な
ど
の
「
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
手
段
」
を
執
行
し
う
る
諸
権
限
を
大
統
領
に
対
し
て
賦
与
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
 
 
 

「
も
し
政
府
と
連
邦
準
備
局
が
そ
れ
ら
を
フ
ル
に
発
動
す
れ
ば
、
約
一
〇
〇
億
ド
ル
通
貨
を
増
発
し
、
流
通
通
貨
を
現
在
の
二
倍
以
上
拡
大
し
う
る
」
（
P
・
 
 
 

S
t
u
d
e
n
s
k
i
紆
寧
E
．
K
r
0
0
邸
F
i
n
a
n
c
i
a
－
H
i
s
t
O
r
y
O
f
t
h
e
U
．
S
．
L
諾
∽
も
．
〕
讐
）
と
み
ら
れ
た
。
 
 
 

こ
の
第
m
部
イ
ン
フ
レ
条
項
は
、
第
Ⅰ
部
に
よ
る
農
産
物
価
格
引
上
げ
と
、
農
産
物
の
対
外
輸
出
の
維
持
・
拡
大
と
を
両
立
さ
せ
う
る
た
め
の
ド
ル
為
替
相
 
 

場
切
下
げ
の
意
味
を
も
ち
、
そ
の
点
で
第
Ⅰ
部
に
対
し
補
完
関
係
に
あ
っ
た
と
も
い
い
う
る
。
 
 
 

七   



完
 
 

A
A
A
は
、
ま
ず
第
一
条
に
お
け
る
「
農
産
物
と
他
の
商
品
と
の
間
の
、
は
な
は
だ
し
く
か
つ
拡
大
し
っ
つ
あ
る
価
格
の
不
均
衡
」
が
、
 
 

農
民
の
工
業
製
品
に
対
す
る
購
買
力
の
激
減
と
農
業
資
産
の
損
耗
を
ひ
き
お
こ
し
、
「
現
下
の
緊
迫
し
た
経
済
的
非
常
事
態
」
を
招
く
重
大
 
 

要
因
に
な
っ
て
い
る
、
し
た
が
っ
て
即
刻
の
農
産
物
価
格
引
上
げ
施
策
が
絶
対
必
要
で
あ
る
旨
を
内
容
と
す
る
「
非
常
事
態
宣
言
」
 
に
始
 
 

ま
り
、
計
一
九
条
か
ら
な
る
が
、
そ
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
 
 

H
 
農
民
の
購
買
力
を
戦
前
水
準
ま
で
回
復
さ
せ
る
べ
く
、
戦
前
基
準
年
度
（
一
九
〇
九
年
八
月
－
一
四
年
七
月
平
均
）
に
お
け
る
「
パ
 
 
 

リ
テ
ィ
価
格
」
水
準
㈲
ま
で
へ
の
「
基
本
的
農
産
物
」
（
後
述
）
価
格
の
引
上
げ
と
い
う
政
策
目
標
の
明
示
（
第
二
条
）
。
 
 

m
 
た
だ
し
綿
花
の
減
反
計
画
に
か
ぎ
り
、
特
別
補
償
＝
政
府
手
持
ち
占
綿
花
の
低
価
格
払
下
げ
方
式
（
F
F
B
等
の
手
持
在
雄
が
二
五
〇
万
ベ
ー
ル
あ
っ
た
）
 
 
 

㈲
 
タ
バ
コ
の
み
一
九
一
九
年
八
月
－
二
九
年
七
月
基
準
。
「
パ
リ
テ
ィ
価
格
」
は
、
「
農
家
購
入
品
に
閲
し
、
基
準
年
度
に
お
け
る
農
産
物
の
購
買
力
と
同
等
の
 
 
 

購
買
力
を
与
え
る
水
準
の
農
産
物
価
格
L
（
第
二
条
）
で
、
農
家
受
取
価
格
指
数
と
支
払
価
格
指
数
比
に
基
準
時
の
当
該
農
産
物
価
格
を
乗
じ
て
算
出
さ
れ
る
。
 
 
 

た
だ
し
、
鮒
費
者
保
護
の
観
点
か
ら
同
「
パ
リ
テ
ィ
価
格
」
水
準
以
上
へ
の
農
産
物
価
格
引
上
げ
は
禁
止
（
第
二
条
（
三
）
項
）
。
「
パ
リ
テ
ィ
価
格
」
に
つ
い
 
 
 

て
く
わ
し
く
は
G
．
S
．
S
h
e
p
h
e
r
d
－
A
肇
i
c
亡
－
t
u
r
a
－
P
r
i
c
e
A
n
a
－
y
s
i
s
一
－
誤
L
c
h
a
p
∴
石
∵
忘
参
照
。
 
 
 

口
 
価
格
引
上
げ
方
法
と
し
て
、
主
と
し
て
旧
「
生
産
者
と
の
協
定
、
ま
た
は
他
の
任
意
的
方
法
に
よ
る
基
本
的
農
産
物
の
作
付
面
積
 
 
 

の
縮
小
、
ま
た
は
販
売
向
け
生
産
の
削
減
」
、
そ
し
て
「
こ
の
減
産
部
分
に
対
し
農
務
長
官
が
適
当
と
認
め
る
金
額
を
借
地
料
お
よ
び
 
 
 

補
償
金
と
し
て
支
払
い
う
る
こ
と
」
と
い
う
減
反
－
補
償
金
支
払
い
方
式
甘
さ
ら
に
補
助
的
副
次
的
方
法
と
し
て
似
農
務
長
官
が
 
 
 

「
加
工
業
者
、
生
産
者
組
合
そ
の
他
農
産
物
取
扱
い
・
販
売
業
者
と
市
場
販
売
協
定
を
結
ぶ
こ
と
」
 
か
つ
 
「
同
市
場
協
定
の
締
結
は
 
 
 

ア
メ
リ
カ
の
ト
ラ
ス
ト
禁
止
法
の
違
反
に
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
市
場
販
売
協
定
方
式
㈱
の
採
用
を
規
定
（
第
八
条
）
。
 
 



も
追
加
併
用
さ
れ
う
る
（
第
三
－
七
条
）
。
 
 

㈱
 
価
格
・
市
場
割
当
等
販
売
条
件
に
関
す
る
規
定
と
、
「
販
売
免
許
制
」
（
協
定
締
結
業
者
に
当
該
農
産
物
お
よ
び
同
製
品
の
取
扱
い
が
限
定
さ
れ
る
）
に
よ
る
 
 
 

市
場
規
制
を
通
し
て
、
中
間
マ
ー
ジ
ン
の
圧
縮
・
農
産
物
価
格
の
引
上
げ
を
は
か
る
仕
組
み
。
主
と
し
て
「
基
本
的
農
産
物
」
以
外
の
果
実
・
野
菜
及
び
牛
乳
 
 
 

等
に
適
用
。
牛
乳
・
同
製
品
は
「
基
本
的
農
産
物
」
 
と
し
て
も
指
定
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

自
 
滅
反
補
償
金
の
財
源
と
し
て
、
農
産
物
の
第
一
次
加
工
業
者
に
対
す
る
「
パ
リ
テ
ィ
価
格
」
と
現
行
市
場
価
格
と
の
差
額
相
当
分
 
 
 

の
加
工
税
の
賦
課
（
第
九
条
）
 
と
当
該
課
税
製
品
と
の
競
合
商
品
お
よ
び
当
該
輸
入
加
工
製
品
に
対
す
る
補
整
税
の
賦
課
（
第
一
五
 
 
 

条
）
。
 
 

㈹
 
適
用
さ
れ
る
べ
き
「
基
本
的
農
産
物
」
と
し
て
、
小
麦
。
綿
花
・
と
う
も
ろ
こ
し
・
豚
。
米
・
タ
バ
コ
・
牛
乳
お
よ
び
同
製
品
の
 
 
 

七
種
を
指
定
㈱
（
第
一
三
条
）
。
 
 

㈱
 
そ
の
後
、
「
三
四
年
ジ
ョ
ー
ン
ズ
・
コ
ナ
リ
ー
法
L
（
J
O
n
e
S
＝
C
O
n
コ
a
－
【
y
A
c
t
）
、
「
三
四
年
A
A
A
」
改
正
に
よ
っ
て
、
ラ
イ
麦
・
大
麦
・
グ
レ
ン
ソ
ル
ガ
 
 
 

ム
・
亜
麻
・
牛
肉
・
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
・
砂
糖
き
び
・
て
ん
さ
い
糖
、
「
三
五
年
A
A
A
」
改
正
で
馬
鈴
薯
が
追
加
指
定
さ
れ
、
計
二
ハ
種
に
拡
大
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

㈲
 
計
画
実
施
機
関
と
し
て
、
中
央
の
農
業
調
整
庁
（
農
務
省
内
）
、
州
お
よ
び
地
方
委
員
会
ま
た
は
生
産
者
組
合
の
設
置
規
定
（
第
一
 
 
 

〇
条
）
。
 
 

㈹
 
そ
の
他
、
輸
出
の
ば
あ
い
の
加
工
税
払
戻
し
（
第
一
七
条
）
、
行
政
費
一
億
ド
ル
の
国
庫
負
担
金
補
助
（
第
一
二
条
）
、
大
統
領
の
 
 

農
業
非
常
事
態
解
消
宣
言
に
伴
う
本
法
の
失
効
規
定
（
第
一
三
条
）
、
徴
税
手
続
き
（
第
一
九
条
）
規
定
な
ど
曾
 
 

㈹
 
A
A
A
法
に
つ
い
て
は
、
E
．
G
．
N
O
u
r
S
2
a
n
d
O
t
h
2
r
S
｝
T
h
r
e
e
Y
e
a
r
s
O
f
t
h
e
A
鼠
c
u
ぎ
邑
A
d
j
u
s
t
m
e
n
t
A
d
m
i
n
i
s
t
r
a
t
i
O
n
二
重
誓
な
ど
参
照
。
 
 

ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
農
業
政
策
の
成
立
 
 

九   



ニ
○
 
 

以
上
で
あ
る
が
、
右
の
A
A
A
計
画
の
骨
子
は
つ
ぎ
の
諸
点
に
あ
る
。
第
一
に
、
減
反
計
画
を
基
軸
に
し
て
、
「
作
付
面
積
制
限
－
価
格
 
 

引
上
げ
」
方
式
が
と
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
「
同
法
の
焦
点
は
、
作
付
面
積
な
い
し
生
産
削
減
を
通
し
て
達
成
さ
れ
る
べ
き
即
座
の
基
本
農
産
 
 

物
価
格
の
引
上
げ
に
あ
っ
た
」
（
E
．
G
．
N
O
宅
S
e
a
n
d
O
t
h
e
r
s
｝
O
p
．
C
i
t
．
も
N
ゴ
 
の
で
あ
る
。
け
だ
し
、
ア
メ
リ
カ
農
業
は
植
民
地
時
代
 
 

以
来
の
伝
統
的
か
つ
代
表
的
な
輸
出
産
業
で
あ
り
、
第
一
次
大
戦
後
に
も
な
お
そ
の
輸
出
依
存
率
は
綿
花
四
七
％
、
小
麦
一
七
％
、
豚
一
 
 

三
％
、
全
農
産
物
平
均
一
七
％
に
達
し
て
い
た
（
一
九
二
九
年
の
数
字
）
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
先
に
み
た
よ
う
に
世
界
恐
慌
以
降
農
産
物
輸
 
 

出
は
ほ
と
ん
ど
杜
絶
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
「
生
産
と
消
費
の
均
衡
を
は
か
り
…
‥
・
で
き
う
る
か
ぎ
り
速
や
か
に
農
産
物
価
格
を
引
上
げ
 
 

る
」
（
第
二
条
）
た
め
に
は
、
さ
し
あ
た
り
鹿
産
物
輸
出
市
場
の
大
幅
縮
小
に
み
あ
う
だ
け
の
「
広
範
な
生
産
制
限
ま
た
は
市
場
か
ら
の
供
 
 

給
物
の
除
去
」
（
i
b
i
d
．
も
u
N
）
以
外
に
方
法
が
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
じ
つ
さ
い
政
府
当
局
は
、
「
諸
外
国
の
農
業
保
護
政
策
下
で
ア
メ
 
 

リ
カ
は
農
産
物
輸
出
を
容
易
に
増
大
さ
せ
え
な
い
」
し
、
藍
た
「
輸
出
ダ
ン
ピ
ン
グ
の
強
行
は
諸
外
国
の
反
ば
つ
を
ま
ね
き
結
局
輸
出
制
 
 

限
の
や
む
な
き
に
い
た
る
で
あ
ろ
う
」
 
（
ウ
オ
ー
レ
ス
農
務
長
官
、
H
．
宅
a
l
訂
c
e
】
N
e
w
F
r
O
n
t
i
e
r
s
」
無
蓋
 
と
そ
の
事
態
を
正
し
く
認
 
 

識
し
て
い
た
。
計
画
の
主
た
る
対
象
が
綿
花
・
小
麦
等
輸
出
依
存
度
の
高
い
農
産
物
に
向
け
ら
れ
て
い
た
の
は
当
然
で
あ
る
皿
（
E
．
G
．
 
 

N
O
u
r
S
e
｝
O
p
．
C
i
t
．
｝
p
．
畠
参
照
）
。
 
 

卿
 
「
生
産
調
整
の
努
力
は
：
…
・
ヨ
ー
・
ロ
ッ
パ
市
場
が
閉
鎖
さ
れ
た
精
巣
、
輸
出
向
け
の
余
剰
物
資
が
堆
積
し
て
い
る
農
産
物
に
た
い
し
て
向
け
ら
れ
て
い
る
」
。
 
 
 

こ
う
し
て
「
以
前
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
輸
出
さ
れ
、
現
在
購
入
者
が
い
な
く
な
っ
た
飽
産
物
の
生
産
分
に
該
当
」
す
る
「
四
〇
〇
〇
万
エ
ー
カ
ー
の
農
地
」
が
「
生
 
 
 

唾
か
ら
取
り
除
か
れ
た
」
（
C
．
C
．
D
a
ま
s
l
声
A
．
宅
a
H
a
c
e
一
新
川
健
三
郎
編
明
大
恐
慌
と
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
㌔
 
山
九
七
三
年
、
平
凡
社
、
八
八
、
九
二
頁
）
。
 
 
 

も
ち
ろ
ん
、
需
要
拡
大
の
側
面
が
全
く
無
視
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
同
法
第
一
二
条
㈹
項
で
は
加
工
税
・
補
整
税
収
の
一
部
を
 
 
 



「
市
場
の
拡
大
お
よ
び
農
産
物
の
除
去
」
の
た
め
に
充
当
し
う
る
こ
と
、
さ
ら
に
三
五
年
八
月
の
同
修
正
法
で
は
関
税
収
入
の
一
部
を
輸
 
 

出
補
助
金
や
救
済
物
資
用
の
買
上
げ
資
金
と
し
て
使
用
し
う
る
旨
を
も
規
定
し
て
い
る
。
そ
の
他
「
互
恵
通
商
協
定
法
」
（
R
e
c
i
p
r
O
C
a
－
 
 

T
r
a
d
e
A
讐
e
e
m
e
n
t
A
c
t
O
こ
霊
A
）
に
よ
る
販
売
市
場
の
開
拓
や
国
際
小
麦
協
定
等
も
締
結
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
そ
れ
ら
は
補
足
的
 
 

手
段
と
し
て
取
扱
わ
れ
た
の
に
す
ぎ
ず
、
「
農
産
物
余
剰
は
い
か
な
る
分
配
面
の
攻
撃
的
手
段
に
よ
っ
て
も
全
く
処
理
し
え
な
い
」
（
ウ
ォ
 
 

ー
レ
ス
長
官
な
ど
の
見
解
、
E
．
G
．
N
O
u
r
e
S
も
p
．
C
i
t
．
も
0
0
N
）
と
い
う
理
由
か
ら
、
あ
く
ま
で
「
価
格
引
上
げ
の
た
め
の
本
質
的
手
段
は
 
 

需
要
に
対
し
て
供
給
面
を
調
整
す
る
こ
と
」
（
H
．
i
．
R
i
c
h
a
r
d
s
一
C
O
t
t
O
n
a
n
d
t
h
e
A
A
A
L
無
声
℃
●
∽
ご
 
に
求
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
 
 

る
。
じ
つ
さ
い
、
余
剰
の
海
外
ダ
ン
ピ
ン
グ
政
策
と
市
場
販
売
協
定
方
式
を
よ
り
重
視
し
て
、
生
産
縮
小
計
画
に
対
し
て
消
極
か
つ
反
対
 
 

的
態
度
を
と
っ
た
J
。
N
。
ピ
ー
ク
は
、
減
産
計
画
を
推
進
す
る
ウ
ォ
ー
レ
ス
等
農
務
省
主
流
派
と
悶
着
を
起
し
た
末
、
三
三
年
一
二
月
 
 

初
め
に
早
く
も
農
業
調
整
庁
初
代
長
官
の
座
を
追
わ
れ
て
い
る
曾
 
 

㈹
 
こ
の
ば
あ
い
、
農
産
物
及
び
同
加
工
品
の
政
策
的
価
格
吊
上
げ
は
低
廉
な
外
国
産
品
の
国
内
流
入
を
も
た
ら
す
か
ら
、
外
国
品
輸
入
か
ら
の
保
護
措
置
が
当
 
 
 

然
な
が
ら
必
要
と
さ
れ
る
Q
そ
の
点
で
、
関
税
率
至
宝
・
九
％
か
ら
五
〇
・
〇
％
へ
禁
止
的
水
準
に
ま
で
引
上
げ
た
有
税
輸
入
額
に
対
す
る
税
額
比
率
）
 
 

「
山
九
三
〇
串
間
税
法
」
苛
㌻
w
す
S
ヨ
邑
T
a
r
i
f
f
A
c
t
O
〓
州
営
）
は
、
A
A
A
政
策
の
た
め
の
外
枠
形
成
の
意
味
を
も
っ
た
。
な
お
、
A
A
A
に
よ
る
農
 
 
 

産
物
買
上
げ
お
よ
び
ダ
ン
ピ
ン
グ
に
つ
い
て
は
E
．
G
．
N
O
u
r
e
S
一
〇
p
．
C
i
t
二
p
p
．
㌫
ふ
0
0
を
み
よ
。
 
 
 

一
方
で
数
千
万
人
の
人
々
が
衣
・
食
。
住
を
十
分
確
保
し
え
ず
、
飢
餓
の
不
安
に
お
の
の
い
て
い
た
時
に
お
け
る
そ
う
し
た
「
日
本
本
 
 

土
の
耕
地
面
積
の
総
計
よ
り
も
大
き
い
」
膨
大
な
耕
作
面
積
の
削
減
は
、
豊
富
の
中
の
貧
困
と
い
う
資
本
主
義
固
有
の
矛
盾
の
暴
露
に
ほ
 
 

か
な
ら
な
い
が
、
そ
の
さ
い
、
政
府
は
そ
れ
を
「
た
ん
に
工
業
が
つ
ね
に
行
っ
て
い
る
こ
と
を
農
民
に
つ
い
て
も
行
わ
せ
る
も
の
に
す
ぎ
 
 

な
い
」
（
H
」
．
R
i
c
b
a
r
d
s
｝
O
p
．
C
i
t
．
も
遷
、
工
業
に
認
め
ら
れ
て
い
る
生
産
統
制
が
農
業
に
対
し
て
拒
否
さ
れ
る
理
由
は
な
い
、
ビ
ジ
 
 

ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
農
業
政
策
の
成
立
 
 
 



ニ
ニ
 
 
 

ネ
ス
・
農
業
・
労
働
者
・
消
費
者
と
い
う
主
要
経
済
部
門
間
の
所
得
配
分
の
均
衡
を
は
か
る
措
置
に
す
ぎ
な
い
と
主
張
し
、
か
つ
の
み
な
 
 

ら
ず
「
そ
れ
は
…
…
わ
が
国
の
農
民
購
買
力
を
増
加
し
、
わ
が
国
の
工
業
製
品
の
消
費
を
拡
大
」
（
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領
、
T
h
e
P
u
b
－
i
c
 
 

P
a
p
e
r
s
｝
く
○
〓
l
も
．
謡
）
し
、
ひ
い
て
は
全
経
済
の
回
復
に
資
す
る
も
の
と
し
て
正
当
化
・
弁
護
し
た
の
で
あ
っ
た
。
 
 
 

第
二
に
、
同
計
画
は
農
産
物
の
一
定
価
格
を
直
接
保
障
す
る
性
格
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
、
お
よ
び
補
償
金
財
源
が
加
工
税
と
い
 
 

う
特
定
財
源
に
求
め
ら
れ
た
こ
と
。
同
プ
ラ
ン
は
「
価
格
引
上
げ
の
た
め
に
、
そ
の
時
点
で
も
っ
と
も
迅
速
か
つ
有
効
で
あ
り
、
行
政
上
 
 

も
っ
と
も
実
行
可
能
で
、
し
か
も
経
済
的
・
商
業
的
あ
つ
れ
き
が
き
わ
め
て
少
な
い
」
 
（
E
．
G
．
N
O
u
r
S
e
－
O
p
．
C
i
t
．
）
p
．
∽
土
方
法
で
あ
る
 
 
 

「
作
付
面
積
の
削
減
」
を
通
し
て
生
産
制
限
・
需
給
調
整
し
、
そ
の
か
ぎ
り
で
農
産
物
価
格
の
引
上
げ
を
企
図
し
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
 
 

そ
れ
ゆ
え
そ
こ
で
は
面
積
制
限
即
そ
れ
に
比
例
し
た
生
産
高
縮
小
が
保
障
さ
れ
る
わ
け
で
も
農
産
物
の
一
定
価
格
が
直
接
支
持
さ
れ
る
の
 
 

で
も
な
く
、
そ
れ
は
い
わ
ば
間
接
的
な
価
格
支
持
策
と
い
う
べ
き
性
質
の
も
の
で
あ
っ
た
。
な
る
ほ
ど
A
A
A
第
二
条
で
は
明
確
に
「
パ
 
 

リ
テ
ィ
価
格
」
が
定
義
さ
れ
、
同
水
準
ま
で
へ
の
政
策
的
価
格
引
上
げ
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
そ
れ
は
た
ん
に
実
現
達
成
を
は
か
 
 

る
べ
き
目
標
価
格
水
準
と
し
て
で
あ
り
、
直
接
的
な
「
農
産
物
価
格
支
持
の
基
準
と
な
る
」
の
が
「
パ
リ
テ
ィ
価
格
」
（
ア
メ
リ
カ
経
済
研
 
 

究
会
編
『
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
の
経
済
政
策
』
、
一
九
六
五
年
、
慶
応
通
信
、
一
四
四
貢
）
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
じ
つ
さ
い
に
は
そ
れ
 
 

は
加
工
税
率
の
算
定
基
準
と
し
て
用
い
ら
れ
た
の
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
A
A
A
の
制
定
過
程
で
、
前
述
の
よ
う
に
フ
 
 

ァ
ー
マ
ー
ズ
。
ユ
ニ
オ
ン
が
強
く
求
め
た
生
産
費
補
償
・
価
格
公
定
計
画
案
は
ウ
ォ
ー
レ
ス
農
務
長
官
等
の
断
固
た
る
反
対
や
富
裕
上
層
 
 

農
民
を
主
要
構
成
員
と
す
る
フ
ァ
ー
ム
。
ビ
ュ
ー
ロ
 

画
は
、
〓
疋
価
格
水
準
の
維
持
を
目
的
に
し
て
農
産
物
の
買
支
え
操
作
を
行
っ
た
フ
ー
バ
ァ
ー
政
権
下
の
F
F
B
制
度
や
「
二
重
価
格
」
 
 

制
を
と
り
一
定
の
国
内
価
格
（
「
パ
リ
テ
ィ
価
格
」
）
 
を
保
障
す
る
「
マ
ク
ナ
リ
ー
＝
ハ
ウ
ゲ
ン
法
」
構
想
と
も
基
本
的
に
性
格
を
異
に
す
 
 
 



る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
 
 
 

そ
の
ば
あ
い
、
強
権
発
動
を
と
も
な
わ
な
い
か
ぎ
り
、
減
反
が
無
償
で
行
わ
れ
え
な
い
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
減
反
を
償
う
だ
け
の
 
 

補
償
金
な
い
し
反
対
給
付
金
の
交
付
が
な
さ
れ
な
い
か
ぎ
り
、
政
府
勧
奨
の
み
で
は
進
ん
で
減
反
に
応
ず
る
生
産
者
が
い
な
い
の
は
F
F
 
 

B
に
よ
る
任
意
減
産
の
呼
び
か
け
の
ば
あ
い
の
事
例
で
す
で
に
証
明
ず
み
の
こ
と
で
あ
っ
た
曾
そ
こ
で
同
計
画
で
は
、
一
種
の
目
的
税
－
－
 
 

国
内
消
費
用
農
産
物
の
第
一
次
加
工
業
者
に
賦
課
さ
れ
る
国
内
消
費
税
を
新
規
に
導
入
し
、
当
該
農
産
物
の
加
工
・
補
整
税
収
入
を
も
っ
 
 

て
当
該
種
目
の
減
反
補
償
金
を
賄
う
と
い
う
同
一
加
工
税
－
補
償
金
方
式
が
採
用
さ
れ
た
。
こ
れ
は
結
局
消
費
者
負
担
に
よ
っ
て
減
反
計
 
 

画
を
実
行
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
（
加
工
税
は
加
工
業
者
が
支
払
う
が
、
実
質
上
は
消
費
者
の
負
担
に
な
る
）
、
そ
こ
で
は
な
ん
ら
国
庫
一
 
 

般
財
源
へ
の
負
担
増
を
伴
わ
ず
、
A
A
A
は
一
九
二
九
年
の
「
農
産
品
市
場
販
売
法
の
ご
と
く
公
共
財
政
を
侵
害
す
る
も
の
で
は
な
い
」
 
 

（
日
本
米
穀
協
会
『
世
界
各
国
の
食
糧
政
策
』
、
昭
和
十
一
年
、
一
四
七
頁
）
の
で
あ
っ
た
0
0
。
つ
ま
り
A
A
A
は
加
工
税
を
基
礎
と
す
る
減
 
 

反
－
価
格
引
上
げ
計
画
で
あ
り
（
減
反
計
画
の
補
助
機
関
と
し
て
中
途
導
入
さ
れ
た
C
C
C
に
よ
る
価
格
支
持
融
資
に
つ
い
て
は
後
述
）
、
 
 

そ
の
後
制
定
さ
れ
た
一
九
三
八
年
農
業
調
整
法
に
お
け
る
よ
う
な
国
庫
一
般
財
源
負
担
に
も
と
づ
く
事
実
上
の
農
産
物
買
上
げ
に
よ
る
一
 
 

定
価
格
の
直
接
的
保
障
シ
ス
テ
ム
で
は
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
 
 

㈹
 
「
生
産
を
低
減
さ
せ
る
た
め
の
権
限
も
機
構
も
な
い
の
で
、
農
務
局
は
た
だ
勧
奨
す
る
こ
と
が
で
き
た
だ
け
だ
っ
た
」
（
M
・
R
・
謬
n
e
d
i
c
t
一
C
a
n
W
e
S
O
－
諾
 
 
 

t
b
e
F
a
r
m
P
r
O
b
l
e
m
㍗
蔓
河
山
口
辰
六
郎
監
修
『
ア
メ
リ
カ
農
業
政
策
史
㌔
農
林
水
産
業
生
産
性
向
上
会
議
、
一
九
五
八
年
、
四
三
九
頁
）
。
F
F
B
は
、
 
 
 

山
九
三
〇
年
初
に
春
小
麦
地
域
に
対
し
て
作
付
面
積
の
一
〇
％
減
反
を
、
冬
小
麦
地
域
へ
も
同
様
に
耕
作
面
稗
の
削
減
を
、
ま
た
三
〇
年
一
二
月
に
綿
花
植
付
 
 
 

面
積
を
四
千
万
エ
ー
カ
ー
か
ら
三
千
万
エ
ー
カ
ー
ヘ
縮
減
す
べ
き
こ
と
を
、
そ
れ
ぞ
れ
勧
告
し
た
。
だ
が
、
F
F
B
に
よ
る
そ
う
し
た
「
熱
心
な
る
勧
説
は
す
 
 
 

べ
て
徒
労
で
あ
っ
た
㌔
「
無
組
織
な
る
農
民
に
対
し
生
産
制
限
の
必
要
を
力
説
し
て
も
、
彼
ら
は
隣
人
の
増
産
に
よ
っ
て
自
己
の
生
産
制
限
の
効
果
が
減
殺
せ
 
 
 

ら
れ
、
か
つ
そ
の
収
入
の
減
少
を
招
来
す
る
と
恐
る
る
が
た
め
、
そ
れ
は
ほ
と
ん
ど
実
現
を
期
待
し
え
な
い
」
か
ら
で
あ
っ
た
（
北
村
正
次
「
米
国
農
業
政
策
 
 

ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
農
業
政
策
の
成
立
 
 
 



ニ
四
 
 

に
お
け
る
最
近
の
趨
勢
」
『
早
稲
田
商
学
最
近
ア
メ
リ
カ
経
済
の
研
究
㌔
昭
和
九
年
、
四
五
〇
頁
）
。
 
 
 

㈹
 
そ
の
さ
い
、
政
府
当
局
は
、
農
産
物
加
工
税
を
、
工
業
の
高
率
保
護
関
税
に
相
当
す
る
「
農
業
の
関
税
」
（
H
」
・
R
i
c
a
r
d
s
も
p
・
C
i
t
・
ち
0
0
空
で
、
「
異
常
 
 
 

に
低
廉
な
農
産
物
価
格
の
代
り
に
」
「
消
費
者
や
加
工
業
者
が
『
公
正
交
換
価
値
』
を
支
払
わ
せ
ら
れ
る
」
（
E
・
G
■
N
O
u
r
S
e
｝
O
p
・
C
i
t
・
ち
N
∽
）
だ
け
の
も
の
 
 
 

で
あ
り
、
し
か
も
同
負
担
分
は
農
民
購
買
力
の
増
加
－
景
気
回
復
・
国
民
所
得
増
加
に
よ
り
埋
め
合
わ
せ
ら
れ
う
る
と
主
張
し
、
合
理
化
し
た
。
 
 

第
三
に
、
同
計
画
が
、
減
反
「
契
約
の
任
意
制
」
お
よ
び
「
農
民
自
治
」
の
原
則
に
も
と
づ
い
て
実
施
さ
れ
た
点
が
重
要
で
あ
る
。
H
 
 

減
反
計
画
へ
の
参
加
は
全
く
農
民
個
人
の
自
発
的
意
志
・
自
由
選
択
に
任
さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
農
民
は
、
農
務
長
官
が
支
払
う
借
地
料
な
 
 

い
し
補
償
金
と
当
該
耕
地
か
ら
あ
が
る
見
込
収
入
と
を
比
較
し
て
そ
の
損
得
勘
定
の
上
で
、
長
官
と
の
減
反
契
約
締
結
の
可
否
を
決
定
す
 
 

る
、
政
府
側
か
ら
い
え
ば
そ
の
地
代
を
支
払
っ
て
農
民
の
減
反
地
を
借
入
れ
る
形
式
を
通
す
の
で
あ
り
、
減
反
契
約
は
自
由
市
場
に
お
け
 
 

る
政
府
と
個
々
の
農
民
と
の
間
の
一
種
の
農
地
の
「
貸
借
関
係
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
0
し
か
も
そ
の
さ
い
、
借
地
料
な
い
 
 

し
補
償
金
の
源
泉
は
前
述
の
よ
う
に
一
般
財
源
か
ら
の
国
庫
支
出
金
で
は
な
く
て
、
農
産
物
の
売
買
市
場
に
お
い
て
そ
の
買
手
に
実
質
上
 
 

賦
課
さ
れ
る
課
徴
金
す
な
わ
ち
個
々
の
農
産
物
の
買
手
負
担
金
に
求
め
ら
れ
た
。
こ
の
意
味
で
減
反
－
加
工
税
計
画
は
、
市
場
に
お
い
て
 
 

農
産
物
価
格
が
加
工
税
率
だ
け
カ
サ
あ
げ
さ
れ
、
売
買
の
た
び
ご
と
に
同
税
相
当
額
が
買
手
か
ら
売
手
生
産
者
へ
移
送
さ
れ
る
市
場
売
買
 
 

関
係
に
依
拠
し
た
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
「
単
に
購
買
者
の
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
農
民
の
手
に
移
す
手
段
で
あ
る
」
（
馬
場
宏
二
、
前
掲
、
三
八
一
 
 

頁
）
と
い
い
う
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
が
課
税
権
と
い
う
国
家
権
力
に
よ
っ
て
媒
介
。
支
持
さ
れ
、
か
つ
国
家
介
入
に
よ
る
カ
ル
テ
ル
価
格
 
 

の
意
味
を
も
つ
面
が
あ
る
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
臼
さ
ら
に
右
の
二
点
と
不
可
分
離
の
関
係
で
、
同
計
画
の
じ
っ
さ
い
上
の
管
理
・
運
 
 

営
主
体
が
農
民
自
治
組
織
に
任
ね
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
計
画
参
加
者
全
員
を
会
員
に
し
て
組
織
さ
れ
る
郡
生
産
統
制
組
合
を
母
体
に
し
て
、
 
 

自
主
的
に
選
出
さ
れ
る
三
名
の
郡
委
員
会
（
の
ち
自
治
体
委
員
室
お
よ
び
郡
生
産
統
制
組
合
理
事
会
嘉
当
委
員
会
等
）
が
、
播
種
面
 
 

憤
。
休
耕
面
積
。
見
込
収
量
等
契
約
書
記
載
事
項
の
検
査
・
査
定
、
作
付
面
積
の
割
当
、
契
約
書
の
承
認
、
さ
ら
に
は
減
反
計
画
の
遂
行
・
 
 
 



監
督
の
責
務
ま
で
も
負
い
、
地
方
に
お
け
る
A
A
A
計
画
の
じ
じ
っ
上
の
実
施
・
中
枢
機
関
と
し
て
機
能
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
さ
い
ワ
 
 

シ
ン
ト
ン
の
農
業
調
整
庁
は
、
全
国
規
模
の
減
反
計
画
の
作
成
、
プ
ラ
ン
の
諸
農
民
団
体
へ
の
伝
達
、
郡
割
当
委
員
会
か
ら
署
名
付
き
で
 
 

送
付
さ
れ
て
く
る
契
約
書
の
点
検
と
最
終
的
認
可
、
地
方
に
お
け
る
実
施
機
関
の
監
視
な
ど
に
よ
り
間
接
的
に
関
与
す
る
に
す
ぎ
ず
、
い
 
 

わ
ば
農
民
の
自
発
的
な
共
同
行
為
に
対
す
る
援
護
的
補
完
的
役
割
を
果
す
関
係
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
曾
 
 
 

㈹
 
以
上
、
E
．
G
．
N
O
u
r
S
e
－
O
p
．
C
i
t
こ
C
h
a
p
．
1
i
i
一
声
i
．
R
i
c
h
a
r
d
s
一
〇
p
．
C
i
t
．
｝
C
h
a
p
一
㌣
0
0
一
J
．
S
．
D
a
ま
s
一
W
h
e
a
t
a
n
d
t
h
e
A
A
A
一
－
禁
中
c
h
a
p
．
山
一
D
t
C
．
 
 
 

B
訂
i
s
d
e
ヒ
一
G
O
く
e
r
n
ヨ
e
n
t
a
n
d
A
g
r
i
c
u
－
t
u
r
e
一
－
慧
声
c
h
a
p
．
警
官
参
照
。
 
 

な
お
、
郡
生
産
統
制
組
合
の
代
表
に
よ
っ
て
州
生
産
統
制
組
合
が
組
織
さ
れ
、
後
者
は
前
者
の
職
務
遂
行
状
況
の
検
査
や
農
業
調
整
庁
へ
の
行
政
規
則
・
契
 
 

約
条
件
等
に
関
す
る
修
正
勧
告
を
職
務
と
し
て
い
た
。
 
 

こ
の
ば
あ
い
郡
委
員
会
。
理
事
会
は
ば
と
ん
ど
「
自
分
が
委
員
会
に
出
席
し
て
い
る
間
、
そ
の
農
場
を
耕
作
す
る
た
め
に
他
人
を
雇
い
 
 

得
る
」
 
（
A
．
M
．
S
c
h
訂
s
i
n
g
e
r
｝
O
p
．
C
i
t
．
一
p
．
声
前
掲
訳
、
六
二
貢
）
大
農
な
い
し
地
主
お
よ
び
大
農
利
害
の
代
弁
者
と
み
ら
れ
る
郡
農
 
 

事
顧
問
官
（
カ
ウ
ン
テ
ィ
。
エ
イ
ジ
エ
ン
ト
㈹
）
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
彼
ら
の
利
益
に
よ
っ
て
牛
耳
ら
れ
た
か
ら
、
こ
の
「
経
済
民
亭
王
 
 

義
」
と
称
せ
ら
れ
た
農
民
自
治
は
じ
っ
さ
い
に
は
大
農
・
地
主
自
治
化
す
る
傾
向
を
も
っ
た
。
A
A
A
は
大
土
地
所
有
農
民
主
導
の
「
親
 
 

大
農
。
地
主
」
体
制
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
が
、
そ
の
背
後
に
は
前
述
の
こ
と
か
ら
伺
え
る
よ
う
に
減
反
計
画
自
体
が
と
 
 

く
に
大
耕
作
面
積
地
を
も
つ
大
農
。
地
主
階
級
の
参
加
と
協
力
を
決
定
的
必
要
要
件
と
し
、
「
も
し
A
A
A
が
大
土
地
所
有
農
民
層
の
自
発
 
 

的
協
力
を
え
ら
れ
な
け
れ
ば
…
…
計
画
は
失
敗
す
る
」
 
（
D
．
E
．
C
O
ロ
r
a
d
｝
O
p
．
C
i
t
．
も
ー
∽
∽
）
 
と
い
う
事
情
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
が
と
も
 
 

か
く
、
そ
う
し
た
農
民
自
治
＝
－
「
経
済
民
主
主
義
」
体
制
が
、
減
反
計
画
の
任
意
契
約
制
、
自
由
参
加
制
に
も
と
づ
き
、
そ
れ
と
表
裏
の
 
 

相
互
補
完
的
関
係
に
あ
っ
た
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
 
 

ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
農
業
政
策
の
成
立
 
 
 



美
 
 

㈹
 
カ
ウ
ン
テ
ィ
・
エ
イ
ジ
ェ
ン
ト
制
と
彼
ら
が
大
農
利
害
を
代
弁
し
、
フ
ァ
ー
ム
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
親
衛
隊
に
な
ら
ぎ
る
を
え
な
か
っ
た
事
由
に
つ
い
て
は
、
 
 

さ
し
あ
た
り
久
保
文
明
、
前
掲
、
二
二
1
二
五
頁
を
み
よ
。
 
 

以
上
ま
と
め
て
い
え
ば
要
す
る
に
A
A
A
計
画
は
直
接
的
な
農
産
物
の
価
格
公
定
。
価
格
統
制
を
排
除
し
て
、
早
急
に
価
格
を
引
上
げ
 
 

う
る
実
行
可
能
な
手
段
と
し
て
減
反
－
補
償
金
支
払
方
式
を
基
幹
と
し
た
。
そ
れ
は
任
意
契
約
制
と
加
工
税
を
基
礎
に
す
る
、
す
な
わ
ち
 
 

市
場
に
お
け
る
自
由
な
土
地
「
貸
借
取
引
関
係
」
お
よ
び
「
商
品
売
買
関
係
」
に
も
と
づ
く
、
基
本
的
に
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
依
拠
し
た
 
 

農
業
再
建
計
画
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
国
家
は
そ
こ
へ
の
介
入
を
で
き
う
る
か
ぎ
り
さ
し
控
え
、
計
画
の
実
施
主
体
を
農
民
の
自
治
組
織
 
 

へ
任
ね
、
む
し
ろ
そ
の
補
助
的
促
進
者
た
る
位
置
に
と
ど
ま
っ
た
。
つ
ま
り
A
A
A
は
、
農
業
問
題
の
解
決
を
主
に
商
品
経
済
の
市
場
メ
 
 

カ
ニ
ズ
ム
と
農
民
自
治
に
任
ね
、
国
家
は
補
助
的
協
力
者
的
立
場
に
立
つ
と
い
う
「
農
民
と
政
府
と
の
共
同
体
制
」
（
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統
 
 

領
、
T
h
e
P
亡
b
許
P
a
p
e
r
s
↓
く
0
1
」
i
も
．
∽
料
参
照
）
 
で
あ
っ
た
と
い
い
う
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

他
方
、
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
政
権
は
都
市
部
に
お
け
る
大
豊
失
業
の
出
現
と
そ
れ
に
伴
う
賃
金
等
労
働
標
準
の
互
解
と
い
う
緊
急
事
態
に
対
 
 

応
し
て
、
N
I
R
A
（
N
a
t
i
O
n
a
〓
n
d
u
s
t
y
R
e
c
O
諾
苛
A
c
t
｝
全
国
産
業
復
興
法
、
三
三
年
六
月
成
立
、
実
施
官
庁
の
名
称
を
と
っ
て
N
 
 

R
A
と
も
呼
ば
れ
る
）
を
制
定
し
、
労
働
者
に
対
す
る
労
働
基
本
権
の
付
与
（
労
働
者
の
団
結
権
・
団
体
交
渉
権
・
争
議
権
法
認
）
と
労
・
 
 

資
の
自
主
的
交
渉
促
進
に
よ
り
賃
金
・
就
労
時
間
等
労
働
条
件
の
維
持
と
合
せ
て
雇
用
保
障
を
図
っ
た
。
そ
の
ば
あ
い
そ
こ
で
は
国
家
は
 
 

労
。
資
間
の
調
停
。
仲
介
者
の
立
場
に
立
ち
、
労
資
関
係
へ
の
直
接
的
介
入
は
で
き
う
る
か
ぎ
り
控
え
、
労
働
問
題
の
解
決
を
主
と
し
て
 
 

労
資
対
等
を
原
則
と
す
る
自
主
的
団
体
交
渉
制
度
す
な
わ
ち
労
働
力
商
品
の
売
買
と
い
う
商
品
経
済
の
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
産
業
民
主
制
 
 

へ
任
ね
た
の
で
あ
っ
た
曾
こ
の
点
に
お
い
て
ま
さ
し
く
A
A
A
の
農
民
自
治
制
と
N
I
R
A
の
産
業
自
治
制
と
は
相
対
応
し
て
い
る
の
 
 

で
あ
り
、
N
i
R
A
、
A
A
A
お
よ
び
F
E
R
A
（
F
e
d
e
r
a
－
E
m
e
r
g
e
n
c
y
R
e
－
i
e
f
A
d
m
i
n
i
s
t
r
a
t
i
O
ロ
ー
連
邦
緊
急
救
済
庁
）
を
支
柱
と
 
 
 



す
る
前
期
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
が
「
農
民
お
よ
ぴ
ビ
ジ
ネ
ス
と
政
府
と
の
共
同
体
」
富
i
d
．
一
p
．
麗
）
と
し
て
特
徴
付
け
ら
れ
た
ゆ
え
ん
で
あ
 
 

る
。
 
 
 

胴
 
N
I
R
A
に
つ
い
て
く
わ
し
く
は
榎
本
正
敏
編
著
感
代
資
本
主
轟
の
基
軸
』
福
松
輩
出
版
、
叫
九
八
四
空
を
参
照
せ
よ
む
 
 

か
か
る
N
I
R
A
。
A
A
A
体
制
な
い
し
い
わ
ゆ
る
「
経
済
民
主
制
」
は
、
前
期
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
国
家
の
中
間
的
妥
協
的
性
格
を
反
 
 

映
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
第
言
、
こ
の
時
に
は
、
ま
だ
三
六
年
大
統
領
選
挙
の
さ
い
の
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
連
合
形
成
に
み
ら
れ
た
よ
う
な
 
 

組
織
労
働
者
。
失
業
者
・
農
民
・
都
市
中
間
層
・
イ
ン
テ
リ
。
黒
人
等
広
範
な
層
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
強
力
な
政
治
的
支
持
基
盤
を
欠
き
、
 
 

同
政
権
は
下
層
労
働
者
や
老
人
層
の
不
満
を
体
現
し
た
種
々
の
急
進
的
な
大
衆
運
動
（
タ
ウ
ン
ゼ
ン
ト
・
ロ
ン
グ
・
カ
プ
リ
ン
等
に
よ
り
 
 

指
導
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
「
万
能
薬
」
運
動
）
や
中
西
部
の
労
農
第
三
党
運
動
な
ど
に
よ
っ
て
突
き
上
げ
ら
れ
、
政
治
的
基
盤
を
た
え
ず
脅
 
 

か
さ
れ
つ
づ
け
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
当
時
の
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
政
権
は
資
本
利
益
と
正
面
か
ら
衝
突
す
る
よ
う
な
政
策
追
求
が
不
可
能
で
 
 

あ
り
、
資
本
。
大
農
地
主
利
益
と
妥
協
す
る
か
少
く
と
も
彼
ら
が
容
認
し
う
る
形
の
労
働
・
農
業
政
策
を
選
択
せ
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
 
 

政
治
的
事
情
が
あ
っ
た
。
第
二
に
、
そ
の
財
政
基
盤
は
な
お
脆
弱
で
あ
り
、
財
政
上
の
制
約
か
ら
で
き
う
る
か
ぎ
り
国
庫
負
担
支
出
増
加
 
 

を
回
避
す
る
方
策
が
選
好
さ
れ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
三
四
年
秋
の
中
間
選
挙
で
政
府
与
党
が
圧
勝
し
、
労
働
者
・
都
市
中
間
層
・
農
民
 
 

等
大
衆
民
主
主
義
的
政
治
勢
力
の
支
持
基
盤
の
強
化
を
背
景
に
し
て
初
め
て
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
政
権
は
、
三
五
年
央
に
1
ワ
グ
ナ
ー
法
」
1
社
 
 

会
保
障
法
」
「
公
益
事
業
持
株
会
社
規
制
法
」
等
画
期
的
な
「
社
会
改
革
」
的
諸
政
策
と
並
ん
で
、
積
極
的
な
反
資
本
的
性
格
の
税
制
改
革
 
 

を
断
行
し
え
た
。
法
人
所
得
税
・
高
額
個
人
所
得
税
率
引
上
げ
等
資
本
増
税
を
内
容
と
す
る
三
五
年
・
三
六
年
歳
入
法
の
施
行
・
強
行
に
 
 

ょ
っ
て
、
雇
用
保
障
・
農
産
物
買
上
げ
等
財
政
ス
ペ
ン
デ
ィ
ン
グ
拡
大
の
た
め
の
〓
疋
の
財
源
が
確
保
さ
れ
え
た
の
で
あ
っ
た
㈹
。
 
 

ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
農
業
政
策
の
成
立
 
 

羞
 
 
 



元
 
 

㈹
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
期
の
税
制
改
正
の
内
容
と
性
格
に
つ
い
て
は
加
藤
栄
一
「
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
財
政
の
成
果
と
限
界
口
」
（
『
東
大
社
会
科
学
研
究
』
第
二
七
 
 
 

巻
第
三
号
、
一
九
七
六
年
）
、
寧
S
t
e
i
n
一
T
h
e
F
i
s
c
a
】
R
e
言
l
u
t
i
O
n
i
n
A
m
e
r
i
c
a
こ
変
声
c
h
a
p
●
∽
－
な
ど
参
照
。
 
 

か
く
て
、
前
期
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
に
お
い
て
は
体
制
推
持
上
の
緊
急
不
可
欠
課
題
で
あ
る
労
働
・
失
業
・
農
業
問
題
の
解
決
を
主
に
企
 
 

業
家
・
労
働
者
お
よ
び
農
民
の
自
治
体
組
織
と
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
ヘ
任
ね
、
国
家
介
入
は
間
接
的
な
形
の
そ
れ
に
止
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
 
 

た
の
で
あ
る
曾
 
 

㈹
 
ア
メ
リ
カ
経
済
研
究
会
縮
、
前
掲
、
第
二
部
第
二
革
、
小
原
敬
士
『
ア
メ
リ
カ
統
制
経
済
論
』
（
昭
和
一
二
年
）
第
二
部
、
慶
応
大
学
各
国
経
済
研
究
会
編
 
 
 

『
ア
メ
リ
カ
経
済
及
経
済
政
策
』
（
昭
和
一
〇
年
）
「
農
業
部
門
」
、
木
内
・
市
桶
『
ア
メ
リ
カ
農
業
の
研
究
』
二
九
六
五
年
、
世
界
経
済
調
査
会
）
第
四
章
な
 
 
 

ど
は
共
通
し
て
、
A
A
A
の
減
反
契
約
が
「
農
民
の
任
意
協
定
で
強
制
的
な
も
の
で
な
い
」
（
ア
メ
リ
カ
経
済
研
究
会
編
、
同
、
一
四
五
貢
）
点
を
正
し
く
指
 
 

摘
し
て
い
戊
だ
が
、
そ
の
任
意
参
加
制
の
内
実
す
な
わ
ち
そ
れ
は
自
由
市
場
に
お
け
る
農
民
と
政
府
と
の
間
の
自
由
な
「
土
地
貸
借
関
係
」
に
は
か
な
ら
な
 
 
 

い
点
が
か
な
ら
ず
し
も
明
確
に
把
捉
さ
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
そ
こ
で
は
契
約
任
意
割
と
一
体
的
関
連
に
あ
る
農
民
自
治
制
お
よ
び
そ
の
点
で
、
A
A
A
 
 
 

と
N
I
R
A
が
相
共
通
し
相
対
応
し
て
い
る
こ
と
の
意
義
が
全
く
看
過
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
 
 
 

ま
た
、
減
反
計
画
の
資
金
的
袈
付
け
が
一
般
財
源
で
は
な
く
、
加
工
税
と
い
う
特
定
財
源
に
求
め
ら
れ
た
点
の
意
味
が
せ
ん
明
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
 
 
 

そ
れ
ら
論
考
で
は
、
減
反
－
補
償
・
加
工
税
方
式
に
よ
る
A
A
A
と
、
一
般
財
政
資
金
散
布
に
も
と
づ
く
価
格
支
持
融
資
制
に
よ
る
直
接
的
な
最
低
価
格
保
障
 
 
 

を
主
軸
に
し
そ
れ
に
減
反
と
出
荷
数
堂
割
当
制
を
絡
め
た
三
八
年
農
業
調
整
法
計
画
と
の
質
的
相
適
お
よ
び
そ
の
間
の
政
策
主
体
と
し
て
の
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
 
 
 

ル
国
家
の
性
格
変
化
1
「
大
衆
民
主
主
義
的
国
家
L
と
し
て
の
発
展
1
が
明
確
に
把
握
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
木
内
・
市
橋
、
前
掲
で
は
「
一
 
 
 

九
三
八
年
の
A
A
A
と
は
…
…
加
工
税
及
び
補
償
税
を
除
い
た
一
九
三
三
年
の
A
A
A
を
完
全
に
復
活
し
た
も
の
」
二
一
〇
貢
）
、
ア
メ
リ
カ
経
済
研
究
会
 
 
 

編
、
前
掲
は
「
三
八
年
の
農
業
調
整
法
は
そ
れ
以
前
の
政
策
の
内
琴
学
…
‥
集
大
成
し
た
も
の
で
あ
り
、
基
本
的
な
内
容
に
変
化
は
み
ら
れ
な
い
」
（
一
四
九
 
 
 

頁
）
 
と
し
て
、
前
者
は
後
者
の
た
ん
な
る
量
的
拡
大
に
す
ぎ
な
い
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
。
M
・
R
・
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
の
三
部
作
（
F
a
r
m
P
O
－
i
c
i
e
s
 
 
 

O
ご
h
e
 
U
．
S
．
」
諾
ぃ
一
C
h
a
p
J
N
一
C
a
n
W
e
S
0
1
く
e
 
t
h
e
 
F
a
m
 
P
r
O
b
l
e
m
～
L
誤
㌢
c
h
a
p
．
可
．
T
h
e
 
A
g
r
i
c
u
l
t
u
r
a
－
C
O
m
m
O
d
i
t
y
 
P
r
O
g
r
a
m
S
一
－
泥
炭
－
 
 
 

：
n
t
r
O
d
u
c
t
i
O
n
a
n
d
S
u
m
m
a
r
y
）
 
に
つ
い
て
も
ほ
ぼ
同
様
な
こ
と
が
い
え
よ
う
。
 
 
 



馬
場
説
は
A
A
A
に
は
「
原
理
的
に
新
し
い
も
の
は
何
も
な
か
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
」
（
馬
場
宏
二
、
前
掲
、
三
八
二
軍
と
し
て
、
二
〇
年
代
の
農
業
諸
 
 

政
策
構
想
に
準
1
ひ
き
つ
け
て
A
A
A
政
策
を
理
解
し
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。
本
文
で
み
た
よ
う
に
二
〇
年
代
と
二
6
年
代
の
ア
メ
リ
カ
農
業
を
と
り
 
 

ま
ノ
1
経
済
的
囁
境
変
化
に
注
目
す
れ
ば
両
者
の
共
通
性
よ
り
も
む
し
ろ
そ
の
相
違
性
を
こ
そ
よ
り
重
視
す
べ
き
で
あ
る
点
を
別
に
し
て
も
、
A
A
A
の
ポ
イ
 
 

ン
ト
が
任
意
参
加
制
、
農
民
自
治
体
制
に
あ
っ
た
こ
と
、
そ
こ
で
の
国
家
介
入
の
そ
れ
以
後
に
比
し
て
の
相
対
的
消
極
性
が
そ
の
視
野
か
ら
全
く
脱
落
し
て
い
 
 

る
点
は
前
出
詩
論
考
と
同
様
で
あ
る
。
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